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春
を
待
つ
御
池

氷結したくじゅう中岳・御池。早朝、上空
の雲の合間から差し込む陽の光が刹那に、
池の面を美しく照らしていた。

（天狗ヶ城からの眺望／撮影・後藤俊治）
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Taketa Public Relations
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ま
ず
竹
田
市
で
表
明

　

１
月
６
日
、
一
般
社
団
法
人
日
本

ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
と
竹
田
市
は
、

市
本
庁
舎
で
共
同
記
者
会
見
を
開
き
、

「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
が
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
競
技
種
目
に

立
候
補
、
及
び
大
分
県
竹
田
市
が
競

技
開
催
地
の
招
致
」を
表
明
し
ま
し

た
。

＊

　

昨
年
12
月
８
日
に
行
わ
れ
た
Ｉ
Ｏ

Ｃ（
国
際
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
）の

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
競
技
数
の
上

限
撤
廃
を
受
け
、「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
」を
統
括
す
る
日
本
ウ
ェ
イ
ク

ボ
ー
ド
協
会
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会

か
ら
Ｉ
Ｏ
Ｃ
に
対
し
て
、「
２
０
２
０

年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」追
加
種
目

へ
の
推
薦
を
目
指
し
、
立
候
補
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市

と
同
協
会
は
昨
年
、
農
業
用
水
と
し

て
貯
水
さ
れ
て
い
る「
長
湯
ダ
ム
湖
」

（
市
内
直
入
町
長
湯
）に
ウ
ェ
イ
ク

ボ
ー
ド
用
の
ケ
ー
ブ
ル
施
設
を
設
置

す
る
進
出
協
定
を
結
ん
で
い
る
こ
と

か
ら
、
正
式
種
目
と
な
っ
た
際
に
は
、

競
技
会
場
と
し
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

招
致
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

＊

　

会
見
で
は
は
じ
め
に
、
日
本
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
協
会
の
薄す
す
き
だ田
克か
つ
ひ
こ彦
会
長

が「
竹
田
市
に
念
願
の
国
際
大
会
の

で
き
る
競
技
施
設
が
今
年
６
月
頃
に

完
成
し
ま
す
。 

そ
の
後
ナ
シ
ョ
ナ

ル
チ
ー
ム
を
結
成
し
、
子
ど
も
た
ち

を
は
じ
め
た
く
さ
ん
の
方
々
に
こ
の

競
技
を
し
て
い
た
だ
き
、
未
来
に
夢

を
描
い
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
地

方
再
生
に
も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
応
援

を
お
願
い
し
ま
す
」と
、〝
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
の
新
種
目
を
目

指
す
〟宣
言
を
力
強
く
表
明
し
ま
し

↑〔写真左から〕薄田克彦日本ウェイクボード協会会長、吉原陽向さん、首藤市長、野口進之介さん、中村泰二郎ス
トーンマーケット社長（竹田市で行われた会見：１月６日）

 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
」
正
式
種
目
に
向
け
て
応
援
開
始

「
ウ
ェ
イ
ク

ボ
ー
ド
」で

竹
田
か
ら
世
界
に

↑「ウェイクボード」競技

なぜ会場は「東京」ではなく「竹田」？
・オリンピックのために施設をつくるので

はなく、現在長湯ダム湖に専用施設が建
設中であること。

・東京の湾岸部は干満差があり競技環境を
保てない。長湯ダム湖では、会場スペー
スの大きさや、風の影響も少なく、国際
競技会場としてベストの場所であるこ
と。
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た
。
続
い
て
、
首
藤
市
長
は「
実
現

す
れ
ば
、
地
方
創
生
の
最
も
理
解
し

や
す
い
突
破
口
に
な
る
だ
ろ
う
、
と

思
っ
て
い
ま
す
。
関
係
者
や
地
域
住

民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、
素
晴

ら
し
い
地
域
資
源
を
生
か
し
な
が

ら
、
周
辺
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
も
含
め

総
合
的
に
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
を

展
開
し
て
い
き
た
い
」、
株
式
会
社

ス
ト
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
中な
か
む
ら村
泰た
い

二じ

郎ろ
う

代
表
取
締
役
社
長（
日
本
ウ
ェ
イ

ク
ボ
ー
ド
協
会
名
誉
顧
問
）は「
ウ
ェ

イ
ク
ボ
ー
ド
の
発
展
を
願
い
、
長
湯

ダ
ム
湖
の
素
晴
ら
し
い
ロ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
完
成
す
る
ケ
ー
ブ
ル
施
設
等
を
、

竹
田
市
へ
寄
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
て
、
世
界
で
活
躍
す

る
選
手
が
竹
田
で
育
っ
て
い
け
ば
嬉

し
い
」と
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
種
目
入

り
に
向
け
た
支
援
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

発
表
し
ま
し
た
。＊

　

会
場
に
は
、
２
０
１
４
年
ア
マ
ツ

ア
ー
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
、
今
年
プ
ロ
ラ

イ
ダ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
し
た
吉よ
し
は
ら原

陽ひ

向な
た

さ
ん（
14
歳
）と
、
ア
ジ
ア
プ
ロ

ツ
ア
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
最
高
位
３
位
の

野の

口ぐ
ち

進し
ん

之の

介す
け

さ
ん（
福
岡
県
出
身
・

21
歳
）が
応
援
に
駆
け
つ
け
、「
た
く

さ
ん
の
人
に
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
の
楽

し
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」「
日
本

人
選
手
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
表
彰
台

に
立
つ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
目
標
」

等
と
語
り
、
会
見
を
盛
り
上
げ
ま
し

た
。続

い
て
東
京
で
表
明

　

翌
７
日
に
は
、
竹
田
市
東
京
オ

フ
ィ
ス（
港
区
赤
坂
）で
共
同
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
。
東
京
で
行
わ
れ

た
記
者
会
見
で
は
、
特
定
非
営
利
法

人
日
本
水
上
ス
キ
ー
連
盟
の
三み

輪わ

久ひ
さ
し

理
事
も
参
加
。「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド

協
会
と
一
緒
に
強
力
に
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
、 

招
致
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
」と
、表
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
ビ
ー
チ
ゲ
ー
ム
ス
２
０
１
４

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
安や
す

井い

寿と
し

紀き

さ
ん

（
22
歳
）、
ケ
ー
ブ
ル
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
in
お
台
場
日
本

代
表
の
成な
り

田た

緑ぐ
り

夢む

さ
ん（
20
歳
）、
ア

ジ
ア
プ
ロ
ツ
ア
ー
２
０
１
４
ツ
ア
ー

ラ
ン
キ
ン
グ
３
位
の
棟む
ね
や
す安
優ゆ

月づ
き

さ
ん

（
14
歳
）も
同
席
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
正
式
種
目
に
な
る
こ
と
へ
の
期
待

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

効
果
へ
寄
せ
る
期
待 

　

長
湯
ダ
ム
湖
の「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
パ
ー
ク
」は
今
年
６
月
頃
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
今
後
は「
世
界

大
会
」会
場
の
誘
致
開
催
を
目
指
す

等
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
種
目
立
候
補
及
び
競
技
開
催

地
招
致
」活
動
を
進
め
て
い
く
と
し

て
い
ま
す
。

　

長
湯
ダ
ム
で
事
業
の
展
開
が
進
め

ば
、
雇
用
の
創
出
、
若
者
の
移
住
定

住
、
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
、

地
域
振
興
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
さ
ら
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
招

致
が
実
現
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
効

果
は
さ
ら
に
見
込
め
る
で
し
ょ
う
。

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報

人口のうごき
　　　　　　　　　（前月比）
人　口　23,851　人（－34人）
男　性　11,105　人（－  5人）
女　性　12,746　人（－29人）
世帯数　10,588世帯（－26世帯）

住民基本台帳登録人数
（平成27年１月１日現在）

○2020年東京オリンピック「ウェイ
クボード」正式種目に向けて応援
開始…………………………………２

○平成26年度竹田市新成人 「感謝」
を忘れず未来へ邁進………………４

○【企画情報】 「竹田DAY in東京」／
高練木コミュニティセンター落成
式／「国」事業を活用し、芸術・文
化振興へ……………………………６

○税の申告が始まります……………８
○市長コラム「有由有縁」……………10

別冊　たけたん情報
２月のこよみ

○【交流】 歴史資料館に「中川家と播
州三木」コーナー／九州文学観光
ルート「書道コンクール」作品募集
ほか…………………………………11

○まちの話題…………………………12
○「介護予防・日常生活総合支援事

業通所型モデル事業」運動教室閉
講式…………………………………14

○健康一直線　食育活動リポート／
出張！えがおの子育て小児科……15

○みんなのゆうがくかん　ぼくた
ち・私たちの学び舎（大分県立三
重総合高校久住校）／まるごと博
物館／図書館のお知らせ／竹田マ
ンガ・ぼくのひめぱん／誕生おめ
でとう………………………………16

○平成27年竹田市消防出初式………18
○地元のいい 出来事………………19
○郷土の植物／すくすく１歳／アッ

パレ！100歳 ………………………20

も　く　じ

「ウェイクボード」東京五輪競技種目立候補、開催地招致を表明

2月号

←〔前列左から〕安井寿紀さ
ん、棟安優月さん、成田
緑夢さん〔後列左から〕中
村泰二郎ストーンマー
ケット社長、三輪久日本
水上スキー連盟理事、 首
藤 市 長、 薄 田 克 彦 日 本
ウェイクボード協会会長

（東京会見：１月７日）
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首
藤
勝
次
市
長
が
成
人
者
の
代
表

吉
良
竜
一
さ
ん
と
吉
野
美
穂
さ
ん
に

成
人
証
書
を
授
与
、
加
藤
誠
教
育
委

員
長
が
記
念
品（
パ
ス
ポ
ー
ト
ケ
ー

ス
）を
阿
南
大
樹
さ
ん
に
贈
り
ま
し

た
。

　

首
藤
市
長
は
新
成
人
の
み
な
さ
ん

に「
魅
力
あ
る
故
郷
を
誇
り
に
思
い
、

将
来
故
郷
に
貢
献
す
る
決
意
を
抱
い

て
巣
立
っ
て
行
っ
て
ほ
し
い
。
夢
を

持
っ
て
、
あ
な
た
に
し
か
で
き
な
い

素
晴
ら
し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
」と
、
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
贈
り
ま
し
た
。

　

粛
々
と
行
わ
れ
た
式
典
は
、
故
郷

の
先
哲
・
瀧
廉
太
郎
作
曲「
荒
城
の

月
」と
、
歴
史
あ
る
瀧
廉
太
郎
記
念

音
楽
祭
か
ら
誕
生
し
た「
あ
ゝ
瀧
廉

太
郎
」（
西
条
八
十
作
詞
、
松
尾
政
彦

作
曲
）を
会
場
全
員
で
合
唱
し
て
閉

幕
し
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
終
了
後
、
会
場
で
は
艶

や
か
な
振
袖
や
真
新
し
い
ス
ー
ツ
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
の
み
な
さ
ん
が
、

↑故郷の先哲・瀧廉太郎の「荒城の月」などを合唱する
新成人のみなさん

観客席で「お祝いの言葉」に耳を傾ける新成人のみなさん→

↑会場の新成人を代表して「誓いの言葉」を述べる志賀勇輝さん

↑代表して成人証書を吉良竜一さんと吉野美穂さんに

を忘れず未来へ邁進
竹田市新成人

　１月11日、「平成26年度竹田市成人式」が久住公民館くじゅうサンホール
で行われ、本市では240人（男性124人 女性116人）の新成人を祝いました。
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大
人
に
な
っ
た
喜
び
と
懐
か
し
い
友

人
た
ち
と
の
再
会
に
笑
顔
の
花
を
咲

か
せ
て
い
ま
し
た
。
晴
れ
て
大
人
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
、
こ
の
日
が
人

生
の
節
目
と
な
る
大
切
な
日
と
な
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

次
世
代
を
担
う
新
成
人
の
皆
さ
ん

の
大
い
な
る
飛
躍
と
ご
活
躍
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

「感謝」
平成26年度

竹田市成人式

竹田市の成人者の人数（学校区別）
学　校　区 男 女 計（人）

竹 田 中 学 校 区 30 25 55
南 部 中 学 校 区 35 24 59
緑ヶ丘中学校区 15 15 30 
久 住 中 学 校 区 11 13 24 
都 野 中 学 校 区 11 6 17
直 入 中 学 校 区 9 10 19
そ の 他 校 区 13 23 36

合　　計 124 116 240

　

私
た
ち
は
こ
の
雄
大
な
自

然
に
囲
ま
れ
て
、
歴
史
と
文

化
の
故
郷
竹
田
に
育
ち
、
今

そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
ん
で
い

ま
す
。

　

私
は
大
分
市
の
専
門
学
校

に
通
い
、
リ
ハ
ビ
リ
の
勉
強

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

高
齢
化
率
４
割
。
と
て
も

高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
竹
田

市
が
、
こ
れ
か
ら
よ
り
良
い

町
に
な
る
た
め
に
は
、
高
齢

者
の
健
康
寿
命
を
延
ば
し
、

若
者
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

生
ま
れ
育
ち
、
学
び
、
遊

ん
だ
故
郷
竹
田
を
愛
し
、
守

り
続
け
、
発
展
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と

思
い
ま
す
。

　

私
の
夢
は
将
来
竹
田
市
に

就
職
し
、
少
し
で
も
地
元
の

発
展
に
手
を
差
し
伸
べ
、
竹

田
を
元
気
に
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
日
こ
う
し
て
成
人
式
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、

私
た
ち
を
こ
れ
ま
で
慈
し
み
、

育
て
て
く
れ
た
家
族
と
、
温

か
く
見
守
り
、
ご
指
導
し
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
方
や
地
域

の
方
々
、
共
に
歩
ん
で
き
た

仲
間
た
ち
の
お
陰
で
す
。
こ

の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
と
、

竹
田
と
い
う
素
晴
ら
し
い
地

で
育
っ
た
と
い
う
「
誇
り
」

を
忘
れ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢

に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
き
ま

す
。

　
　
　
　

新
成
人
代
表

　
　
　
　
　

志
賀　

勇
輝

愛する故郷の発展こそが使命

平成26年度竹田市の新成人のみなさん
　　　　

【竹田校区】
麻生　慎治　　三宮　広大　　阿曽野　雅　　志賀　美咲　　阿南　侑果　　志賀めぐみ　　荒巻　倫可
重松　華澄　　板倉　峻平　　添田　聖奈　　伊藤　匠平　　曽根　拓也　　伊東　浩司　　髙橋　和輝
伊東　博輝　　髙原　浩志　　衛藤　圭吾　　立川　雄一　　衛藤　智香　　鶴薗　力也　　大橋　有紀
德尾　祥大　　川合ひかり　　中山　亜美　　河野　亮太　　橋爪　　彩　　河野　晃治　　羽田野友輝
工藤　将人　　姫野　大生　　工藤　　翼　　廣瀬　　岳　　工藤　優輔　　廣瀬　樹里　　國廣　愛理
藤井　優磨　　黒川　　梓　　松井　菜緒　　黒田　由香　　嶺田　渓花　　河野　光里　　宮成瑛太郎
興梠　和貴　　森　　由希　　児玉　　淳　　山村　佳佑　　後藤　歩美　　横山　貴樹　　後藤　光司
和田さやか　　佐伯　瑞貴　　和田百合香　　佐久間真吾　　渡邉　美幸　　佐藤　琢矢

【竹田南部校区】
阿南　洸希　　佐田佳菜江　　阿南　皐平　　志賀　結菜　　阿南　　翔　　白石　大士　　阿南　大樹
鈴木真太朗　　阿南　直樹　　相馬　沙紀　　阿南　舞子　　髙橋　聖人　　阿南　勇樹　　田ノ上里菜
安藤　　駿　　冨髙　優未　　安藤　美紀　　中園　航揮　　井上　優也　　野仲　隆幸　　井原　望友
野仲　　拓　　上田　鮎美　　林　　佑哉　　衛藤　　舜　　原田　隆弘　　大塚　未貴　　平井　大介
大塚　　蘭　　深田　梨央　　小野　千尋　　藤本　美里　　甲斐　健輔　　藤原　里菜　　菅　　瑞穂
古澤　　篤　　工藤　翔太　　古澤　彩花　　工藤　優美　　堀　慎之介　　桑原　啓司　　前田　拓也
小大塚健次郎　　前田　　翼　　小髙　奈菜　　松本　理門　　児玉美由紀　　山中　晴菜　　後藤　花奈
山本　芹奈　　後藤　啓介　　吉野公士郎　　後藤　卓也　　渡部　玲大　　後藤　輝次　　渡邉　拓実
後藤　蓮貴　　渡部　皆知　　後藤　優太

【緑ヶ丘校区】
赤木　　舜　　齊藤　徳子　　雨川　愛美　　佐藤　諒平　　安南ひかり　　佐藤　隼也　　市原　　楓
佐藤　真美　　一宮　未晴　　重石有佳里　　尾仲　拓斗　　白石竜之介　　甲斐有裕美　　白石　夏美
菅　茉亜子　　瀬井　裕貴　　菅雄　大生　　堀　　馨介　　菅　　陽平　　堀　　晃翔　　吉良　竜一
堀　知亜季　　吉良山奈々　　堀　真衣子　　工藤　拓海　　本田　　楓　　後藤　優太　　山井　寿浩
後藤　雪菜　　山村　陽貴

【久住校区】
荒巻　　翼　　志賀　雄大　　井　　美喜　　渋谷　　茜　　大嶋ちひろ　　白石　和也　　太田　麻友
高橋　美里　　河野　加奈　　瀧本　雅人　　工藤　亜弓　　竹下　　遥　　小峰　　陸　　筑紫　　彩
坂田　大寛　　如法寺　司　　志賀　　命　　藤嶋　聡美　　志賀なつき　　吉野　　楓　　志賀　真実
渡邉　浩幸　　志賀　勇輝　　渡邊　隆太　　

【都野校区】
阿南　宏志　　白下　　駿　　阿南　梨沙　　大海　　十　　宇田　晴香　　田邉　　郁　　内田　彩茄
田邊　圭太　　小里　枝穂　　三浦　　萌　　加藤　隆誠　　吉野　　颯　　後藤　優樹　　吉野　美穂
佐久間千之　　鷲司　　蒼　　佐藤　勇希

【直入校区】
池田　敦子　　田北　志織　　石井　　真　　那須　雄貴　　衛藤　史弥　　鍋川　実里　　河村　元太
馬場　　郁　　工藤　遼一　　馬場　詩穂　　熊谷　彩香　　原田明日香　　熊谷　聡志　　廣橋　昻希
佐々木なるみ　　山井紗也香　　佐藤　伸哉　　山田　大貴　　首藤　良太　　　　　　　　　　　　　　

【その他校区】
足立　みゆ　　瀬嵜　和弥　　飯倉　滉太　　髙山奈艶季　　伊藤保菜美　　TAN YUANYUAN　　伊藤　千尭
筑紫可奈子　　江藤沙耶香　　ZHANG WEI　　WANG  BILIAN　　常松　大貴　　大嶋ちひろ　　椿　　拓也
甲斐加奈子　　林　　祐矢　　菅　　喜野　　日髙　美湖　　QIAO  YAN　　広瀬　愛里　　桐山　水響
比和野航大　　後藤建志郎　　藤本　三采　　後藤沙弥佳　　PUTTASA PIMONPAN　　小林菜乃葉　　松下　竜也
米田　圭輔　　佐藤　彩華　　L U   L I N　　佐藤　翔太　　LI YUTING　　佐藤千帆里　　和田　佳輔
重石　　萌
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第
１
回
「
竹
田
Ｄ
Ａ
Ｙ 

in 

東
京
」
が
東
京
オ
フ
ィ
ス
で
開
催

ふ
る
さ
と
の
応
援
が
結
集

　

12
月
６
日
、「
健
康
と
温
泉
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
竹
田
」主
催
に
よ
る『
竹
田
Ｄ

Ａ
Ｙ 

in 

東
京
～
竹
田
の
温
泉
力
講

座
～
』が
竹
田
市
東
京
オ
フ
ィ
ス（
赤

坂
見
附
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

  『
竹
田
Ｄ
Ａ
Ｙ 

in 

東
京
』は
、
東
京

に
い
な
が
ら
に
し
て
竹
田
の
こ
と
を

学
び
、
竹
田
で
つ
な
が
る
人
と
出
会

い
、
人
脈
を
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

竹
田
市
の「
応
援
団
」と
な
る
仲
間
を

増
や
す
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、

肌
寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の〝
温
泉
〟。

全
国
の
温
泉
を
巡
っ
て
き
た
、
宿
と

旅
の
ラ
イ
タ
ー
の
野
添
ち
か
こ
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
竹
田
の
温
泉
力

や
竹
田
市
温
泉
療
養
保
健
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
竹

田
市
出
身
者
や
大
分
県
内
出
身
者

ほ
か
約
20
名
。「
竹
田
市
は
、
も
っ

と
こ
う
な
っ
た
ら
い
い
の
に
…
」と

い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
熱
い
思
い
や
ア

イ
デ
ア
が
飛
び
交
い
、
活
発
な
意
見

交
換
や
新
た
な
人
材
交
流
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
後
も
竹
田
の
情
報
の
発
信
、
ふ

る
さ
と
竹
田
を
愛
す
る
強
力
な
サ

ポ
ー
タ
ー
同
士
の
人
材
交
流
、
事
業

展
開
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

日本「住みたい田舎」ベストランキング2015

３年連続ベスト10入り達成
さらに、チャレンジしたい若者におすすめの

　　　　田舎部門　第１位に！
　移住者向け情報誌「田舎暮らしの本」（宝
島社）２月号の特集企画「住みたい田舎ベ
ストランキング」で、本市は今年もランク
インし、全国６位に選ばれました。堂々
の３年連続ベスト10入りを達成！しかも
今年は、チャレンジしたい若者におすす
めの田舎部門で第１位になりました。
　これは「自然環境」「移住者歓迎度」「移住
者支援制度の充実度」「子育てのしやすさ」

「老後の医療介護体制」など、７部門70項
目のアンケートに、編集部が選定した全
国295市町村にアンケートを実施し、各
自治体が自己採点するものです。
　昨年に続き、空き家バンクが好調で、
これまでに112世帯 206人（うち昨年は32
世帯）が本市に移住しています。
　起業や就農をバックアップし、チャレ
ンジしたいという意欲のある若者が「住み
たい」「暮らしてみたい」というまちを目指
します。

●お問い合せ　竹田市企画情報課  農村
回帰推進室　☎63-4801

　

１
月
17
日
、
荻
地
域
の
高
練
木
自

治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成

式
が
行
わ
れ
、
地
区
の
関
係
者
を
は

じ
め
施
工
業
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
工
費
は
約
１
５
４
４
万
円
、
床

面
積
は
１
１
６
・
15
平
方
㍍
（
35
・

19
坪
）で
す
。

　

落
成
式
で
は
、
原
眞
治
自
治
会

長
が「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を

拠
点
と
し
て
活
用
し
、
自
治
会
の
伝

統
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く
た
め
に
、

お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で
一
致
団

結
し
て
努
力
を
し
て
い
き
た
い
」と

挨
拶
。
来
賓
と
し
て
招
か
れ
た
首

藤
市
長
は 

「
地
域
の
つ
な
が
り
こ
そ

〝
最
大
の
宝
〟。
高
練
木
な
ら
で
は
の

素
晴
ら
し
い
人
間
関
係
、
地
域
の
志

を
継
い
で
、
さ
ら
な
る
発
展
を
心
か

ら
願
っ
て
い
ま
す
」 

と
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
を
代
表
し
て
、
野

尻
蓮
く
ん（
緑
ヶ
丘
中
学
校
２
年
）は

「
農
業
や
文
化
等
、
様
々
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
生
ま
れ
る
こ
の
地
域
、
高
練

木
を
す
ご
い
と
思
う
。
い
つ
か
自
分

た
ち
も
こ
の
地
を
受
け
継
い
で
、
竹

田
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」と
、

誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

地
区
住
民
が
待
ち
望
ん
だ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成（
宝
く
じ
受
託
事
業
収

入
を
財
源
と
し
た
助
成〔
助
成
額
は

９
０
０
万
円
〕）と
、
自
治
会
負
担
金

を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
地

域
の
拠
点
と
な
る
施
設
が
整
備
さ
れ

た
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

継
続
が
図
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

地
域
主
体
の
活
動
展
開
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

高
練
木
自
治
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
落
成
式

地
域
の
絆
さ
ら
に
強
く

↑宿と旅のライター野添ちかこさんの講演

↑待望の完成を祝う地域住民、関係者のみなさん
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地
域
を
豊
か
に

す
る「
交
流
」

「国」事業を活用し、芸術・文化振興へ　
　竹田市では「総務省　外部専門家招へい事業」（※）を有効活用し、地域人材
ネットに登録する外部専門家であるアレックス・カー氏を、「竹田市アート・
レジデンスProject」のアドバイザーとして招聘。アレックス氏の推薦で来竹し
た木彫家・丸尾康弘さんは、市内に滞在しながら作品を制作しました。
　なお、この事業に掛かる費用（348万円）については全額国からの交付税で賄
われます。

※市町村が、外部専門家を年度内に延べ10日以上または５回以上招へいし、地域活性化
の取組を実施する場合、取組に要する経費に対し特別交付税措置。

芸術家が竹田に滞在し、作品を制作
　群馬県桐生市を拠点に活動する丸尾さんは、
震災後、「人間と自然との共生」をテーマに作品
づくりを続けています。今回の作品タイトルは

『深い山』。「山」はテーマの象徴だそうです。
木材は、県内豊肥地域で育った樹齢100年、高
さが40㍍程のイチョウの大樹から切り出された
もので、大きさは高さ約１㍍ 60㌢、直径約１㍍
20㌢、重さは約２００㌕。自然のワイルドさが
強調できるようにと、中央部分の大きなウロが
空いたものを選んだそうです。
　造形は、頭部分が丸みを帯びており、くじゅ
う連山をイメージ。正面上部分には、人間の象
徴となる「顔」が横たわり、目を閉じた安らかな
表情には、自然との一体感が表現されています。
　丸尾さんは昨年８月に初めて竹田市を訪れま
した。竹田の風土や人々の温かさに触れ、竹田
での創作を決意しました。

交流が生まれ、地域の活力に
  「竹田市レジデンスバンク」を通じ、竹田市久
戸の赤座昭義さんの自宅離れに滞在しながら、
ＴＳＧ「竹田総合学院」を拠点に11月13日より創
作活動を開始。材料の提供及び活動にあたって
は「岡城銘木」（河室隆雄代表）さんのご支援、木
材を掘り出す鋸の目立ては「野口刃物店」（野口
隆代表）さんのご協力をいただきました。また、
制作作業は、現在ＴＳＧで創作活動をする作家
のみなさんも協力しました。
　滞在中、丸尾さんは地域交流にも積極的に参
加し、「アート・レジデンス」事業を広くアピー
ル。また作業現場には、県外から多くの見学者
が訪れ、その関心の高さが窺えました。
  「竹田は人の優しさや温かさ、自然の素晴らし
さ、深い情緒性があり、素晴らしいまちです。
すっかり気に入ってしまい、この１か月半の間、
充実した日々を送りながら、制作に取り組むこ
とができて、自分の記念碑的な作品ができたん
じゃないかなと思っています」

　木彫家・丸尾康弘さんの手によって、竹田で
生まれたこの作品は、ＴＳＧ「竹田総合学院」で
一般公開中です。（３月下旬まで）

竹
田
市
ア
ー
ト
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
効
果

「深い山」（丸尾康弘・作）7 2015年２月発行
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税
務
課
は
、
地
域
ご
と
に
税
等
の
申
告

相
談
を
行
い
ま
す
。
今
年
の
申
告
は
、
平

成
26
年
分
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。
詳
し
く
は
、
自
治
会
配
布
の

チ
ラ
シ
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
窓
口
に

設
置
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
日　

２
月
16
日
㈪ 

～
３
月
16
日
㈪ 

　
　
　
（
日
曜
を
除
く
）

時
間　

９
時
～
12
時
・
13
時
～
16
時

場
所　

直
入
支
所
大
会
議
室

　
　
　
（
２
／
16
～
19
）

　
　
　

荻
支
所
２
階
会
議
室

　
　
　
（
２
／
20
・
２
／
21
・
２
／
23
）

　
　
　

久
住
支
所
３
階
会
議
室

　
　
　
（
２
／
24
～
27
）

　
　
　

竹
田
市
本
庁
舎
３
階
会
議
室

　
　
　
（
３
／
２
～
16　

日
曜
を
除
く
）

■
申
告
相
談
が
必
要
な
方

　

平
成
27
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
方
で
、
前
年
中
（
平
成
26
年

１
月
か
ら
12
月
）
の
状
況
が
次
に
該
当
す

る
方
で
す
。

◦
事
業
等
収
入
（
営
業
・
農
業
・
不
動
産

収
入
等
）
が
あ
る
方 

◦
給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
年
末
調
整
を

受
け
て
い
な
い
方

◦
複
数
の
事
業
所
等
か
ら
給
与
を
受
け
た

方
◦
土
地
・
建
物
等
の
売
買
に
よ
る
収
入
が

あ
っ
た
方

◦
生
命
保
険
な
ど
の
満
期
保
険
金
等
を
受

け
取
っ
た
方

◦
医
療
費
控
除
、
雑
損
控
除
、
社
会
保
険

料
控
除
等
を
受
け
よ
う
と
す
る
方

◦
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方

◦
上
記
以
外
の
方
で
、
非
課
税
証
明
書
ま

た
は
所
得
証
明
書
が
必
要
な
方

※
確
定
申
告
書
を
税
務
署
に
提
出
し
た
方

は
、
市
県
民
税
等
の
申
告
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
の
年
金
収
入
し
か
な
い
方
で
、

１
２
０
万
円
以
下
の
方
は
、
相
談
会
場

で
の
申
告
相
談
が
必
要
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※
年
末
調
整
済
の
給
与
以
外
の
所
得
が

20
万
円
以
下
の
場
合
は
、
所
得
税
の
申

告
は
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
市
・
県
民
税
等
の
申
告

は
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
収
入
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
公
営
住
宅

の
家
賃
、
保
育
料
等
の
算
定
資
料
と
し

て
、
ま
た
児
童
手
当
な
ど
各
種
手
当
の

支
給
判
定
の
資
料
、
前
記
の
よ
う
な
場

合
に
該
当
す
る
方
は
申
告
書
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

■
申
告
相
談
に
必
要
な
書
類

●
印
鑑
、
申
告
書

●
所
得
の
計
算
に
必
要
な
書
類
帳
簿
類

・
源
泉
徴
収
票
（
給
与
所
得
者
や
年
金

受
給
者
な
ど
）

・
し
い
た
け
・
野
菜
・
牛
な
ど
の
売
上

伝
票

・
経
費
領
収
書 

・
通
帳

・
25
年
中
の
所
得
税
確
定
・
修
正
申
告

書
、
還
付
手
続
き
を
税
務
署
に
提
出

し
た
方
は
、
申
告
書
・
収
支
内
訳
書

の
控
え
な
ど

●
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
・
損
害
保

険
料
控
除
等
を
受
け
ら
れ
る
方

・
支
払
保
険
料
の
領
収
書
、
ま
た
は
控

除
用
の
証
明
書

●
そ
の
他
の
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

・
障
害
者
手
帳
な
ど
、
控
除
を
受
け
る

の
に
必
要
な
書
類
等

●
医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
方

・
医
療
費
の
領
収
書

・
介
護
保
健
施
設
等
の
分
を
医
療
費
控

除
す
る
場
合
は
、
指
定
介
護
老
人
福

祉
施
設
利
用
料
等
領
収
書
及
び
居
宅

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
領
収
書

税
の
申
告
が
始
ま
り
ま
す

申
告
は
正
し
く
、
準
備
を
お
早
目
に
！

　

平
成
27
年
度
課
税
分
（
平
成
26
年
分
）「
市
県
民
税
」「
国
民
健
康
保
険
税
」

「
介
護
保
険
料
」「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
」
の
申
告
相
談
が
始
ま
り
ま
す



9 2015年２月発行

■
申
告
相
談
の
留
意
事
項

◦
期
間
内
に
申
告
に
来
ら
れ
な
い
方
や
、

交
通
手
段
の
な
い
方
は
、
お
届
け
し

て
い
る
返
信
用
封
筒
を
利
用
し
、
記

入
済
み
の
申
告
書
を
送
付
し
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

◦
申
告
の
際
は
、
収
入
の
記
載
さ
れ
た

伝
票
や
経
費
の
わ
か
る
領
収
書
、
医

療
費
の
領
収
書
な
ど
を
整
理
、
計
算

し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
印
鑑
、
通

帳
も
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

◦
年
齢
16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少

扶
養
親
族
）
に
対
す
る
扶
養
控
除
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
県
民
税
を

計
算
す
る
際
に
、
課
税
、
非
課
税
の

算
定
を
す
る
た
め
に
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、
申
告
の
際
は
、
必
ず
年
少

扶
養
親
族
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
記

入
し
忘
れ
ま
す
と
、
住
民
税
額
の
算

定
に
影
響
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◦
年
金
の
み
の
収
入
で
４
０
０
万
円

以
下
の
方
に
つ
い
て
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
は
不
要
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
県
民
税
に
お
い
て
は
、
扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
等
が
申
告
さ
れ
な

い
ま
ま
に
な
る
と
、
所
得
控
除
が
少

な
く
税
額
計
算
さ
れ
ま
す
の
で
、
前

記
の
「
申
告
相
談
に
必
要
な
書
類
等
」

を
ご
持
参
の
う
え
申
告
を
お
願
い
し

ま
す
。

◦
申
告
の
結
果
、
国
税
で
あ
る
所
得
税

の
納
付
が
生
じ
る
場
合
や
所
得
税
還

付
が
生
じ
る
場
合
、
そ
の
場
で
所
得

税
確
定
申
告
相
談
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

◦
消
費
税
の
該
当
者
は
、
消
費
税
の
税

率
ご
と
に
あ
ら
か
じ
め
収
入
、
経
費

を
仕
訳
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
お
問
い
合
せ
〕
竹
田
市
税
務
課 

☎
６
３

―
１
１
１
１
（
内
線
１
２
５
・
１
２
６
）、

☎
６
３
―
４
８
０
３
（
直
通
）

税の申告が始まります

2015年農林業センサスを実施しています
　2015年農林業センサスが平成27年２月１日を調査期日として実施されています。
　この調査は、５年に１回、全国の農家や林家など農林業を営む事業体を対象として行う調査です。
　１月末から２月にかけて調査員が訪問し、調査票に農林業の経営状況などを記入していただきますので、
農林業関係者の皆様のご理解、ご協力をお願いします。
　調査で得た個人情報を統計の目的以外で使用すること
は法律で厳しく禁じられていますので、ありのままをご
記入いただきますようお願いします。

●お問い合せ　竹田市企画情報課　
　エコミュージアム推進室　☎63-4801

税務署からのお知らせ

確定申告は正しく
お早めに！

　平成26年分の所得税及び復興特別所得税の確
定申告期間は、平成27年２月16日㈪から平成27
年３月16日㈪までとなっています。
　申告期限が間近になりますと、申告相談会場
は大変混雑し、長時間かかる場合もありますの
で、お早めに申告をお済ませください。
　なお、国税庁ホームページの「確定申告書等作
成コーナー」で申告書等の作成ができますので、
是非ご利用ください。（http://www.nta.go.jp）

申告会場：竹田税務署１階会議室
受付時間：９時から16時まで

●お問い合せ　竹田税務署　☎63-3141
　　　　　　　（＊自動音声案内）

白色申告の方の記帳・帳簿等の保存制度を
ご存じですか
　平成26年１月から個人で事業等（農業・営業等）を行うす
べての方は、記帳簿の保存が必要です。

■帳簿等の保存

保存が必要なもの 保存
期間

帳簿 収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿）７年
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿）５年

書類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

５年業務に関して作成し、または受領した請求書、
納品書、送り状、領収書などの書類
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市長コラム
〈第66回〉

竹田市のホームページ「こんにちは市長です」〔URL〕http://www.city.taketa.oita.jp/mayor/

有由有縁（ゆうゆゆうえん）
　文豪川端康成が晩年、よく揮毫
したのが『有由有縁』。人との出
会いや物事との接点が生まれるの
は、偶然ではなく、それなりの理
由が働くからであるという意味。
　昭和27年、取材旅行を兼ね、友
人高田力蔵の案内で竹田市を訪れ、
竹田高校で講演した川端との縁は、
まさに目には見えない力だけれど、
神の配剤としか思えない。

←竹田市東京オフィスで
行った「ウェイクボー
ド」2020東京オリンピッ
クに追加競技種目立候補、
竹田市が競技開催地とし
て招致合同記者会見。

　予想を上回る、報道機関
24社が訪れた。今後の宣
伝効果にも期待したい。

　

各
地
、
各
団
体
で
新
年
互
礼
会
が
続
い
た
。

　

そ
ん
な
中
、
野
田
副
市
長
が
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
。
竹
田
商
工

会
議
所
で
の
ヒ
ッ
ト
話
は
こ
う
だ
。

「
今
年
は
岡
城
再
生
の
三
本
の
矢
が
放
た
れ
ま
す
。
一
本
目
は

大
手
門
の
坂
に
優
し
い
木
製
の
階
段
が
で
き
ま
す
。
二
本
目
は

下
原
門
か
ら
本
丸
の
近
く
ま
で
登
城
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

三
本
目
は
お
茶
屋
の
跡
地
、
あ
そ
こ
は
殿
様
の
お
風
呂
屋
敷
跡

な
ん
で
す
が
、
待
望
の
便
益
施
設
つ
ま
り
ト
イ
レ
・
休
憩
所
を

建
て
ま
す
。
こ
れ
を
『
岡
城
の
三
本
の
矢
・
オ
カ
ノ
ミ
ク
ス
』

と
呼
び
ま
す
」
と
い
う
も
の
。
身
内
な
が
ら
、
お
も
わ
ず
「
う

ま
い
な
あ
」
と
唸
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
会
場
か
ら
も
大
き
な
拍

手
が
寄
せ
ら
れ
た
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

常
々
、
政
策
は
わ
か
り
や
す
く
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
（
象
徴
的
）

で
な
け
れ
ば
力
が
出
な
い
と
唱
え
て
い
る
私
だ
け
に
、
こ
の

ヒ
ッ
ト
は
こ
の
上
な
く
嬉
し
い
も
の
だ
っ
た
。
岡
城
に
新
し
い

ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
は
そ
う
遠
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
加
え

て
、
皆
さ
ん
が
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し

の
構
想
、
つ
ま
り
四
本
目
の
矢
が
生
ま
れ
た
。
文
化
庁
か
ら
の

ご
理
解
を
い
た
だ
け
れ
ば
実
現
に
向
け
て
働
き
か
け
る
。
楽
し

み
に
お
待
ち
願
い
た
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
オ
カ
ノ
ミ
ク
ス
で
ヒ
ッ
ト
を
放
っ
た
野
田
副
市

長
が
次
に
打
ち
出
し
た
の
が
「
全
国
を
先
導
す
る
企
画
で
注
目

を
集
め
る
政
策
を
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス
と
呼
び
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

提
案
。
こ
れ
も
お
も
し
ろ
い
。
早
速
、
全
庁
メ
ー
ル
で
職
員
に

伝
え
た
と
こ
ろ
、
間
を
置
か
ず
に
若
手
職
員
が
雑
誌
を
手
に
部

屋
に
入
っ
て
き
た
。
「
メ
ー
ル
読
み
ま
し
た
。
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス

の
成
功
事
例
第
１
号
で
す
」
と
興
奮
気
味
に
話
す
。
雑
誌
は
有

名
な
『
田
舎
暮
ら
し
の
本
』
で
、
毎
年
発
表
さ
れ
る
ラ
ン
キ
ン

グ
に
お
い
て
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
若
者
に
お
す
す
め
の
田

舎
」
部
門
で
、
竹
田
市
は
何
と
全
国
第
１
位
。
総
合
ラ
ン
キ
ン

グ
で
も
６
位
と
３
年
連
続
で
ベ
ス
ト
テ
ン
入
り
を
果
た
し
た
の

で
あ
っ
た
。

　

農
村
回
帰
運
動
が
全
国
に
知
れ
渡
り
、
竹
田
市
へ
の
移
住
定

住
が
少
子
・
高
齢
化
・
過
疎
化
に
歯
止
め
を
か
け
つ
つ
あ
る
。

ま
さ
に
、
全
国
の
模
範
事
例
。
こ
れ
ぞ
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス
で
あ

る
。

　

続
い
て
の
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
何
と
言
っ
て
も
長
湯
ダ
ム
湖

の
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
で
あ
ろ
う
。
全
国
初
の
内
水
面
施
設
で
、

公
式
競
技
が
可
能
な
こ
と
か
ら
、
日
本
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
協
会

が
２
０
２
０
年
開
催
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
手
を
挙
げ
た
。

こ
の
競
技
が
採
用
さ
れ
れ
ば
、
開
催
地
は
当
然
な
が
ら
竹
田
市

に
な
る
。
奇
跡
的
な
幸
運
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
先

日
、
東
京
で
協
会
と
と
も
に
合
同
記
者
会
見
を
開
催
し
た
。
驚

い
た
。
竹
田
市
の
東
京
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
入
り
き
れ
な
い
ほ
ど

の
カ
メ
ラ
の
列
。
お
か
げ
で
、
翌
日
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
は
竹
田

市
の
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
情
報
効
果
は
数
千
万
円
を
く

だ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
無
理
だ
と
し
て

も
、
日
本
選
手
権
や
ア
ジ
ア
選
手
権
の
開
催
は
確
実
に
や
れ
る

と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
ち
な
み
に
、
最
近
行
わ
れ
た
日
本
選
手

権
で
は
３
日
間
で
宿
泊
者
数
は
５
０
０
人
を
越
え
た
と
い
う
。

　

ラ
グ
ビ
ー
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
合
宿
の
誘
致
や
、
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
合
宿
誘
致
な
ど
と
連
動
さ
せ
て
、
世
界
か
ら
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
が
訪
れ
、
そ
し
て
移
り
住
む
と
い
う
夢
を
描
き
た
い
。

と
い
う
の
も
、
実
は
私
が
注
目
し
て
い
る
自
治
体
の
ひ
と
つ
、

北
海
道
の
ニ
セ
コ
町
は
ス
キ
ー
の
魅
力
や
夏
場
の
快
適
さ
を
演

出
し
て
、
過
疎
化
に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
て
き
た
か
ら
だ
。
現
在

の
人
口
は
４
９
８
３
人
、
そ
の
う
ち
外
国
人
は
１
８
１
人
。
す

ご
い
の
は
訪
れ
る
観
光
客
数
で
、
そ
の
数
は
年
間
１
５
０
万

人
。
そ
の
う
ち
、
４
万
人
が
海
外
か
ら
の
観
光
客
と
い
う
の
で

あ
る
。
役
場
の
観
光
課
は
７
人
の
う
ち
４
人
が
外
国
人
だ
。

　

閉
塞
感
に
悩
ん
で
き
た
北
国
の
町
が
、
世
界
的
な
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
、
さ
ら
に
は
国
際
文
化
の
花
開
く
町
に
進
化
し
て
い

る
現
実
か
ら
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。

　

さ
あ
、
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス
で
世
界
の
竹
田
市
へ
と
進
化
し
て
い

こ
う
。
チ
ャ
ン
ス
は
訪
れ
た
。

オ
カ
ノ
ミ
ク
ス
と
タ
ケ
ノ
ミ
ク
ス
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

世
界
を
意
識
し
て
進
化
す
る
竹
田
の
政
策 

―

Ｊ
Ｏ
Ｃ
、
東
京
都
に
要
望

「
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
」
東

京
五
輪
追
加
競
技
種
目
の

選
出
、
竹
田
市
開
催

　

１
月
13
日
、
日
本
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー

ド
協
会
の
薄
田
克
彦
会
長
と
首
藤
勝

次
竹
田
市
長
は
、
日
本
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
委
員
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｃ
）
や
東
京
都
庁

を
訪
問
し
、
ウ
ェ
イ
ク
ボ
ー
ド
競
技

の
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪
」
追
加

競
技
種
目
へ
の
選
出
と
、
長
湯
ダ
ム

湖
（
竹
田
市
直
入
町
）
に
今
年
６
月

完
成
予
定
の
競
技
施
設
で
の
開
催
を

要
望
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
東
京
都
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局
や
一
般
社

団
法
人 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
組
織
委
員
会

も
訪
問
。
今
後
も
招
致
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

↑青木剛JOC日本オリンピック委員会副会長（写真左から２番目）
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↑いばらき竹灯籠 ←多くの参加者による点火作業

竹
田
市
市
町
合
併
10
周
年
記
念
事
業
第
１
弾

三
木
の
松
植
樹
式（
岡
城
・
但
見
屋
敷
跡
）

〔
２
／
13
㈮
・
10
時
40
分
～
〕

※
竹
田
市
民
の
皆
様
、
三
木
市
か
ら
の
お
客

様
を
温
か
い
お
も
て
な
し
で
お
迎
え
し
ま

し
ょ
う
。

「
２
月
13
日
」
は
中
川
秀ひ
で

成し
げ

公
が
播
州
三

木
か
ら
豊
後
岡
に
御
入
国
し
て
き
た
日
で

す
。
秀
成
公
は
播
州
の
松
が
大
好
き
で
、

三
木
か
ら
松
を
取
り
寄
せ
岡
城
に
植
え
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
兵
庫
県

三
木
市
か
ら
約
40
年
ぶ
り
に
再
び
「
松
」

が
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
２
月
13
日

に
岡
城
と
城
原
神
社
で
植
樹
式
が
行
わ
れ

ま
す
。
歴
史
資
料
館
で
は
、
植
樹
を
記
念

し
て
企
画
展
を
行
い
ま
す
。

　

中
川
家
は
豊
後
岡
に
来
る
前
、
播
州
三

木
の
大
名
で
し
た
。天
正
13
年（
１
５
８
５
）

か
ら
の
９
年
間
、
秀
政
と
秀
成
の
２
代
に

わ
た
り
三
木
を
統
治
し
、
こ
の
間
は
朝
鮮

で
秀
政
が
討
死
す
る
な
ど
、
中
川
家
に

と
っ
て
大
変
な
事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
中

川
家
文
書
な
ど
の
史
料
を
中
心
に
、
中
川

家
と
播
州
三
木
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

■
ミ
ニ
企
画
展
『
中
川
家
と
播
州
三
木
』

　

期　
　

間　

２
月
３
日
㈫
～
３
月
15
日
㈰

　

開
館
時
間　

９
時
～
17
時

　

会　
　

場　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館
２
階

　
　
　
　
　
　

歴
史
展
示
室

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
市
立
歴
史
資
料
館

　

☎
６
３
―
１
９
２
３

三み

木き

の
松ま

つ

が
つ
な
ぐ「
縁え

ん

」

歴
史
資
料
館
に
「
中
川
家
と
播ば

ん
し
ゅ
う州
三み

き木
」
コ
ー
ナ
ー

交　流

九州文学観光ルート

書道コンクール作品募集
　九州文学観光ルート協議会（「北原白秋ゆかり
の地：福岡県柳川市」、「瀧廉太郎ゆかりの地：
大分県竹田市」、「若山牧水ゆかりの地：宮崎県
延岡市」）では、３市への誘客・関心に繋がる観
光情報の発信を行うため、小学生を対象とした
書道コンクールを開催します。

１．応募資格　柳川市、竹田市、延岡市の小学
校に在籍する児童

２．課　　題　
区　分 課　題 説　　明

第１学年 つ　　き 瀧廉太郎の「荒城の
月」より

第２学年 からたち 柳川市、北原白秋の
「からたちの花」より

第３学年 かねの音 延岡市、若山牧水の
短歌「なつかしき…」

第４学年 白　　秋 －
第５学年 牧水の歌 －
第６学年 荒城の月 －

※教育書体に限ります。

３．応募規格
　　ア字体　楷書
　　イ紙の大きさ　書道用半紙　縦書き
　　ウその他　左はしに学校名、学年、氏名を

書いてください。（○○小○年　氏名）１人
１点。提出いただいた作品は、原則として
お返しできません。

４．出　品　料　無　料
５．募集期間　１月19日㈪～２月20日㈮ 必着
６．提出先及びお問い合せ　
　　〒878-0011　竹田市大字会々2250-1　
　　竹田市商工観光課　☎63-4807
７．表彰式及び展示会
　　３月15日㈰ 表彰式（延岡市にて）及び展示

会開催予定。

〔主催〕九州文学観光ルート推進協議会
〔協力〕延岡市文化連盟、延岡書道協会、延岡書

道連盟

歴史文化姉妹都市・茨木市で「竹灯籠」開催
　歴史文化姉妹都市の茨木市で、昨年12月６日、「いばら
き竹灯籠」が開催されました。このイベントは、茨木の里
山に興味を持ってもらい、茨木産の竹を有効活用し竹田
市と「歴史文化姉妹都市提携」を結んだことを周知しよう

と始められたもので、２回目を迎えました。
　今回は６千本（竹田市の竹４千本と、茨木市の竹
２千本）の竹灯籠を使用。会場の河川敷には、竹灯籠
の織りなす幻想的な光の世界が広がっていました。

↑キッズ竹灯籠　
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まちの話題
T O W N  T O P I C S

　

１
月
19
日
、
ル
ン
ズ
・
フ
ァ
ー
ム

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社（
熊

本
県
益
城
町
）と
竹
田
市
は
、
市
有

地「
久
住
町
大
字
久
住（
３
㌶
の
栽
培

地
を
含
む
約
18
㌶
）」の
土
地
賃
貸
借

契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
期
間
は
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

同
社
は
久
住
町
で「
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
」を
栽
培
し
、
将
来
的
に
は
宿

泊
施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
運
営
等
の
構

想
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　

契
約
調
印
式
に
は
、
同
社
の
永
澤

徹
取
締
役
会
長
と
吉
田
し
の
ぶ
代
表

取
締
役
が
出
席
し
、
首
藤
市
長
と
契

約
書
を
相
互
に
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。 　

吉
田
代
表
取
締
役
は「
久
住
の
地

に
た
く
さ
ん
の
方
が
集
ま
っ
て
、〝
こ

こ
に
来
て
良
か
っ
た
〟と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
地
域
の
み
な
さ

ん
と
と
も
に
光
輝
く
も
の
に
し
て
い

き
た
い
」と
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
翌
20
日
、
広
瀬
勝
貞
知
事
立

ち
会
い
の
も
と
、「
竹
田
市
農
業
企

業
進
出
協
定
調
印
式
」が
大
分
県
庁

舎
貴
賓
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

雄
大
な
自
然
の
中
で
、
夢
の
あ
る

展
開
を
授
け
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
全
体
の
活
性
化
へ
と
広
が
っ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

久
保
公
民
館
、
待
望
の

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
」

　

１
月
22
日
、
宮
城
地
区
の
久
保
公

民
館
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
竣
工
式
・

祝
賀
会
が
行
わ
れ
、
大
分
県
豊
肥
振

興
局
や
玉
来
ダ
ム
対
策
協
議
会
、
施

工
業
者
、
地
元
自
治
会
員
ほ
か
関
係

者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

高
齢
化
率
60
％
を
超
え
、
市
平
均

41
％
を
大
き
く
上
回
っ
て
い
る
久
保

自
治
会
は「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
」や

「
老
人
ク
ラ
ブ
」等
の
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
の
生
き
が
い
や
健
康
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

老
朽
化
に
伴
い
、「
大
分
県
小
規

模
集
落
・
里
の
く
ら
し
支
援
事
業
」

を
活
用
し
、
ス
ロ
ー
プ
・
手
す
り
の

設
置
や
室
内
の
段
差
解
消
、
ト
イ
レ

の
水
洗
化
等
の
改
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
皆
さ
ん
が
イ
キ
イ
キ
と

笑
顔
で
集
え
る
拠
点
に
な
り
ま
す
」

と
語
る
志
賀
広
文
自
治
会
長
。
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
発
展
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

１
月
10
日
、
竹
田
温
泉「
花
水
月
」

の
入
館
者
が
、
平
成
26
年
度
10
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。
単
年
度
ペ
ー
ス

で
は
４
年
連
続
。
昨
年
度
よ
り
も
１

か
月
以
上
も
速
い
達
成
で
す
。

　

10
万
人
目
は
大
分
市
か
ら
お
越
し

の
原
田
潤
三
さ
ん
・
美
恵
子
さ
ん
ご

夫
妻
。「
次
回
は
子
ど
も
た
ち
も
連

れ
て
、
家
族
で
温
泉
を
楽
し
み
た
い

で
す
ね
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

また一歩、復興へ前進！
竹田市上水道「第一水源第一水管橋」が完成
　平成24年７月に発生した集中豪雨によ
る河川の氾濫に伴い、第一水源地からの
送水施設である第一水管橋は「上部工落橋
及び下部工倒壊」という大きな被災を受け
ました。
　これまで災害復旧工事が行われ、昨年
末に国土交通省九州地方整備局の完成検
査を受け、今年１月19日に合格書が発行
されました。
　これで本市の水道施設災害復旧工事は
全て完了となり、また復興へ前進しまし
た 。

【工事概要】 
上部工：単径間無補剛吊橋　
　　　　吊径間長=68.0m、歩廊=0.8m 
下部工：塔柱、アンカー・耐風索基礎 8基 
添架管：高密度ポリエチレン管φ250 
事業費：約２億円 

農業企業が久住の大地に新たに進出！
ルンズ・ファームホールディングス株式会社と

「市有地賃貸借契約」を締結

好調！花水月入館者10万人を突破

↑永澤徹会長、吉田しのぶ社長、広瀬県知事、首藤市長（写真左から）

↑完成した「第一水源第一水管橋」↑高齢化に伴い、安全面と衛生面の改修が行われた久保公民館
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宮
城
地
区
炭
竈
に
あ
る
彦
山
神
社

で
１
月
14
日
、
県
の
事
業「
小
規
模

集
落
応
援
隊
制
度
」の
要
請
で
参
加

し
た
市
民
が
地
元
住
民
と
協
力
し
、

ど
ん
ど
を
焼
く
た
め
の
櫓
を
作
成
。

　

そ
の
夜
、
３
５
０
年
以
上
続
く
伝

統
行
事「
ど
ん
ど
焼
き
」が
行
わ
れ
、

地
域
の
み
な
さ
ん
は
今
年
も
無
病
息

災
、
五
穀
豊
穣
を
祈
り
ま
し
た
。

　

１
月
４
日
、「
平
成
27
年
新
年
互

礼
会
」が
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
ゲ
ス
ト
に
昨
年

歌
手
生
活
20
周
年
を
迎
え
た
竹
田
市

出
身
の
演
歌
歌
手
・
響
あ
ゆ
み
さ
ん

が
登
場
。
望
郷
の
竹
田
を
テ
ー
マ
に

し
た「
竹
田
の
春
」な
ど
を
心
を
込
め

て
熱
唱
し
ま
し
た
。
新
年
互
礼
会
に

は
市
議
会
議
員
や
各
団
体
の
代
表
者

１
８
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

●身近な情報、ホットな話題をお寄せください。（総務課秘書広報係　☎ 63-1043　E-mail：taketa@city.taketa.lg.jp）

　
「
第
38
回
相
良
慶
隆
杯
竹
田
新
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
１
月
３
日
、
竹

田
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
周

辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
〔
敬
称
略
〕

【
小
学
生
１
、２
、３
年
女
子
１
㎞
】

　

１
位
・
柏
木
心
音（
直
入
小
３
年
）

【
小
学
生
１
、２
、３
年
男
子
１
㎞
】

　

１
位
・
多
田
俊
哉（
直
入
小
２
年
）

【
小
学
生
４
、５
、６
年
女
子
１
・
５
㎞
】

　

１
位
・
波
多
野
夏
凜（
滝
尾
小
６
年
）

【
小
学
生
４
、５
、６
年
男
子
１
・
５
㎞
】

　

１
位
・
後
藤
大
岳（
三
重
東
小
５
年
） 

【
中
学
生
女
子
２
㎞
】

　

１
位
・
内
那
由
乃（
竹
田
中
１
年
）

【
中
学
生
男
子
３
㎞
】

　

１
位
・
佐
藤
俊
輔（
久
住
中
２
年
）

【
高
校
生
女
子
３
㎞
】

１
位
・
衞
藤
ゆ
き
美（
日
本
文
理
大
学

付
属
高
等
学
校
１
年
）

【
一
般
女
子
３
㎞
】

　

１
位
・
阿
曽
生
友
美（
と
べ
翔
べ
ク
ラ
ブ
）

【
一
般
男
子
３
㎞
】

　

１
位
・
内
那
洋
介（
竹
田
市
陸
協
）

【
一
般
男
子
５
㎞
】

　

１
位
・
志
賀
祥
一（
竹
田
市
陸
協
）

　

※
相
良
慶
隆
杯

どんど焼き  －無病息災を祈願－

夢と希望のある年がスタート

新
年
に
懸
け
る
走
り
！ 

消防本部退職者会が絵画「旧庁舎」を寄贈
　昨年11月22日に完成した「竹田市新消防庁
舎」の竣工祝賀会が１月21日、ホテル岩城屋
で開催されました。
　完成の喜びをともに分かち合おうと、消防
本部現職員及び退職者が参加しました。
　また、竹田市消防本部退職者会は、完成
を記念して、画家・早川和氏（一水会会員）が
描いた「旧消防庁舎」の絵画作品を寄贈しまし
た。昭和49年に開設し、40年間にわたり、竹
田市の消防活動を見守り続けた姿を永遠に残
すことができます。

↑和田幸生退職者会長から手渡される絵画作品

↑雪の残る久住山系を背景に走る！

↑寒風の中、練習に励む竹田市選手団のみなさん

竹田市代表ランナーに
熱い声援をお願いします! 
第57回大分合同県内一周駅伝競走大会
開催期間 ２月23日㈪～27日㈮  ５日間

○竹田市選手団のみなさん
　監督・志賀　哲哉　  監督・髙橋孝一郎
　マネージャー・田部  貴之
　選手・志賀　直樹　　熊野　真吉　　後藤　哲美　　中村　大海
　　　　高橋　流華　　吉良　　進　　添田　宏和　　新地　義昭
　　　　渡邉　一義　　三辻　成春　　志賀　祥一　　志賀　太一
　　　　志賀　　篤　　柏木　佑太　　佐藤　志鳳　　吉野　隆史
　　　　廣瀬　　岳　　熊田　源季　　堀　　勇進　　野仲　勝彦
　　　　江藤　順二　　佐田　修一　　姫野　晃司　　阿曽生友美
　　　　下藤ひとみ　　渡部　真子　　

【竹田入】　24日㈫　旧緒方工業前
（14:00頃）～竹田市役所

前（14:30頃）

【竹田出】　25日㈬　竹田市役所前  
8:00スタート～久住郵
便局前（8:40頃）～直入
支所前（9:20頃）
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介護予防・日常生活総合支援事業

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
総
合
支
援
事
業
通
所
型
モ
デ
ル
事
業
」運
動
教
室
閉
講
式    

　
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業【
通
所
型
】」の
平
成
27
年
度

実
施
を
前
に
、
竹
田
市
社
会
福
祉

協
議
会（
竹
田
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
）は
、
大
分
県
の「
豊
肥
圏

域
リ
ハ
職
派
遣
事
業
所
実
地
支
援
」

を
受
け
、
今
年
10
月
３
日
か
ら
12

月
26
日
ま
で
の
約
３
か
月
間（
毎

週
金
曜
日
・
計
13
回
）に
わ
た
っ

て
、
住
民
の
身
体
的
機
能
に
応
じ

た
、
効
果
的
な「
運
動
機
能
向
上
プ

ロ
グ
ラ
ム
」の
実
技
指
導
の
方
法
を

習
得
し
、実
践
す
る「
モ
デ
ル
事
業
」

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

モ
デ
ル
事
業
で
は
、
大
分
県
が

今
年
度
作
成
し
た
、
通
所
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
で
提
供
す
る
機
能
訓

練
・
栄
養
指
導
・
口
腔
ケ
ア
等
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
化

し
た「
自
立
支
援
型
通
所
サ
ー
ビ
ス

生
活
機
能
向
上
支
援
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
基
づ
き
、
リ
ハ
職（
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
、
言
語
療
法
士
、

栄
養
士
、
歯
科
衛
生
士
）の
支

援
に
よ
っ
て
、
利
用
者
の
日

常
生
活
動
作
等
の
課
題
を
明

確
に
し
て
、
受
講
者
各
自
の

身
体
的
機
能
に
応
じ
た「
プ
ロ

グ
ラ
ム
」を
作
成
し
、
週
１
回

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

実
技
指
導
を
行
い
、
自
宅
で

の
実
施
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

　

今
回
、
モ
デ
ル
事
業
の
運

動
教
室
に
参
加
し
た
受
講
生

は
７
名
。
開
始
当
初
、「
外
出

頻
度
を
増
や
す
」「
炊
事
場
に
20
分

間
立
っ
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」

「
ひ
と
り
で
服
の
着
脱
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
」等
の
目
標
を
掲
げ
て
い

ま
し
た
。
３
か
月
間
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
経
て
、「
友
人
を
誘
っ
て

毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
」「
家
事
が
楽
に
な
っ
た
」

「
室
内
は
杖
が
不
要
と
な
っ
て
転
ば

な
く
な
っ
た
」等
の
成
果
が
上
が
っ

て
い
ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、
竹
田
市
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
閉
講

式
。
受
講
生
に
大
分
県
豊
肥
保
健

所
の
大
神
貴
史
所
長
か
ら
修
了
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

竹
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
猪

野
一
男
会
長
は「
今
後
も
こ
の
事
業

を
通
じ
て
、
竹
田
市
民
の
み
な
さ

ん
が
健
康
に
な
る
よ
う
に
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
挨
拶
。
ま
た
、

受
講
生
を
代
表
し
て
中
野
廣
士
さ

ん
は「
健
康
は
私
だ
け
の
た
め
じ
ゃ

な
く
て
、
家
族
の
た
め
、
社
会
の

た
め
に
な
る
ん
だ
と
感
じ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
」と
感
想
を
述
べ

ま
し
た
。

　

生
活
機
能
の
低
下
し
た
高
齢
者

が
再
び
機
能
回
復
し
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
運
動
機

能
や
日
常
生
活
機
能
を
効
果
的

に
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
つ
こ
つ
と
続
け

て
き
た
み
な
さ
ん
の
表
情
は
明
る

く
、
見
違
え
る
よ
う
な
笑
顔
が
印

象
的
で
し
た
。
こ
れ
は
、
参
加
者

の
努
力
に
加
え
て
、
デ
イ
サ 

ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
職
員
の
団
結
力
、
竹

田
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広

域
支
援
セ
ン
タ
ー
、
竹
田
市
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
関
係
者
の
み

な
さ
ん
の
支
え
が
実
を
結
ん
だ
成

果
で
す
。
今
後
は
、
市
内
各
事
業

所
で
の
取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ま
だ
ま
だ

や
れ
ば
で
き
る
！

通
所
を
続
け
て
健
康
回
復
へ

↑運動教室の受講生と、一丸となって支えたスタッフのみなさん

↑身体的機能に応じたプログラムをこなす受講生

ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
・
関

連
問
題
竹
田
市
住
民
公
開
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

大
分
県
断
酒
連
合
会 

住
民
公
開

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
お
酒
の

問
題
に
悩
ん
で
い
る
人
や
そ
の
家
族
、

ま
た
ア
ル
コ
ー
ル
健
康
障
害
・
健
康

問
題
に
関
心
の
あ
る
方
な
ど
お
気
軽

に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

日
時　

２
月
11
日（
水
・
祝
）

　
　
　
　

10
時
～
15
時
30
分

　

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー  

多
目
的
ホ
ー
ル

　

内
容　

第
１
部　

本
人
・
家
族
に

よ
る
体
験
談

　
　
　
　

第
２
部　

講
演「
断
酒
そ

し
て
新
生
」

　

講
師　

熊
本
県
益
城
病
院　

松
永

哲
夫
院
長

●
お
問
い
合
せ　

竹
田
断
酒
会（
小

代
哲
治
）☎
０
９
０
―
１
０
８
８
―

１
８
６
５　

竹
田
市
福
祉
事
務
所 

福
祉
係　

☎
６
３
―
４
８
１
１

〔
お
し
ら
せ
〕

民
生
委
員
が
交
代
し
ま
し
た

　

竹
田
地
域
の
瀬
の
口
、
中
央
、
妙

見
の
各
自
治
会
を
担
当
す
る
民
生
委

員
さ
ん
が
、
堀
勝
己
さ
ん（
妙
見
）に

交
代
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
と
治
療
、

勘
違
い
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

今
年
も
例
年
通
り
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
し
た
。
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
方
も
、
そ
う
で
な
か
っ
た

方
も
お
ら
れ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
、
是
非
、

市
民
の
方
に
お
伝
え
し
た
い
事
が
あ

り
ま
す
。

　

発
熱
し
た
ら
、
早
く
病
院
で
鼻
の

奥
を
綿
棒
で
擦
る
検
査
で
診
断
し
て

も
ら
っ
て
、
早
く
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

治
療
薬
を
も
ら
え
ば
、
重
症
に
な
ら

な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
検
査
薬
は
万
能
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
発
熱
し
て
数
時
間
は
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
っ
て
も
陽
性
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
最
も

陽
性
に
な
り
や
す
い
翌
日
で
も
４
割

く
ら
い
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
患
者

さ
ん
は
陽
性
に
は
で
ま
せ
ん
。
つ
ま

り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
あ
り
な
が

ら
診
断
さ
れ
な
い
人
が
、
少
な
か
ら

ず
職
場
や
学
校
に
い
て
流
行
を
広
げ

て
い
く
の
で
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治
療
薬

は
、
熱
を
早
く
下
げ
る
効
果
は
あ
る

も
の
の
、
人
に
感
染
さ
せ
る
期
間
を

短
く
す
る
こ
と
も
、
肺
炎
や
脳
症
な

ど
の
重
症
な
合
併
症
の
予
防
に
も
な

ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
、
痙
攣
や
意
識
障
害
か

ら
、
命
を
落
と
し
た
り
、
後
遺
症
を

残
し
て
し
ま
っ
た
人
の
多
く
が
、
発

熱
か
ら
数
時
間
以
内
、
つ
ま
り
お
薬

を
飲
む
前
に
、
こ
の
よ
う
な
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

か
か
っ
て
か
ら
一
番
大
切
な
の
は
、

安
静
、
栄
養
、
睡
眠
で
す
。
そ
し
て
、

重
症
化
さ
せ
な
い
唯
一
の
手
段
は
予

防
接
種
で
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
の
ワ

ク
チ
ン
は
発
症
予
防
効
果
が
高
く
な

か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
ワ

ク
チ
ン
は
重
症
化
を
予
防
す
る
も
の

で
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
以
降
も
流
行
前

の
予
防
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
大
分
大
学
医
学
部
地
域
医
療
・
小

児
科
分
野　

是
松
聖
悟
．）

第７回

健康一直線

　

12
月
23
日
、
竹
田
分
館
に
て
竹
田

カ
タ
リ
ア
主
催
の
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｔ
Ａ

お
弁
当
の
日
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　

竹
田
カ
タ
リ
ア
は
、
現
在
竹
田
に

住
む
色
々
な
立
場
の
女
性
が
地
域
、

世
代
、性
別
、職
業
等
を
越
え
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
築
き
、
市
民
に
よ
る
能

動
的
な
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
昨
年
発
足
し
た

グ
ル
ー
プ
で
す
。 

　
「
お
弁
当
の
日
」
は
、
全
国
各
地

で
学
校
を
中
心
と
し
て
広
が
っ
て
い

る
取
り
組
み
で
す
が
、
竹
田
で
開
催

し
た
こ
の
会
は
、
各
自
一
品
お
か
ず

を
持
ち
寄
っ
て
一
緒
に
ご
飯
を
食
べ

よ
う
と
い
う
会
で
、
２
つ
の
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
す
。 

　

１
つ
は
「
竹
田
産
の
食
材
を
使
う

こ
と
」。
地
元
の
恵
ま
れ
た
食
材
を

再
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う

狙
い
で
す
。
も
う
１
つ
は
「
持
っ
て

く
る
お
か
ず
は
自
分
で
作
る
こ
と
」。

普
段
、
料
理
を
し
な
い
男
性
や
子
ど

も
も
、
自
分
で
作
っ
て
き
て
も
ら
い

ま
す
。 

　

当
日
集
ま
っ
た
の
は
大
人
か
ら
子

ど
も
ま
で
26
名
。
お
肉
料
理
に
野
菜

料
理
、
ス
ー
プ
に
デ
ザ
ー
ト
ま
で

揃
い
ま
し
た
。
中
に
は
自
作
の
器
に

入
れ
て
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
方

も
！ 

　

こ
れ
か
ら
も
定
期
的
に
開
催
予
定

で
す
の
で
、
是
非
み
な
さ
ん
も
参
加

し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。（

佐
藤
雅
理
）

食育活動レポート
竹田カタリア

お砂糖も油も使わないヘルシーな「鶏手羽元の酢じょうゆ煮」

《作り方》　
①煮汁を煮立たせ、手羽元

を入れたら、汁がなくな
るまでフタをして煮込
む。

②途中、煮汁につからない
ところがあれば、上下を
かえしてあげる。

（祖峰小6年  佐藤陽良・作） 

お
か
ず
を
持
ち
寄
り
、笑
顔
で
語
ろ
う

【材　料】
　手羽元……1～1.5kgぐらい 

〔煮汁〕 
　酢……………………120cc 
　酒……………………25cc 
　醤油…………………85cc 
　水……………………30～50cc 
　にんにく薄切り……1～2かけ 
　こしょう……………少々 
　ローリエ……………1～2枚 
　七味唐辛子…………お好みで 

↑美味しい食事で元気に！「ＴＡＫＥＴＡお弁当の日」
に参加したみなさん

高校３年生向け
「ひとり暮らし応援講座」

参加者募集！ 
日　　時　平成27年３月５日㈭
　　　　　10：00～13：00 
場　　所　竹田市総合社会福祉セ

ンター 
内　　容　お手軽クッキングと自

炊に向けたアドバイス 
申込期限　平成27年２月27日㈮
●お申込み先　大分県豊肥保健所 
　地域保健課　☎ 0974-22-0162 
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本
校
は
、
昭
和
23
年
に
竹
田
高
校

定
時
制
都
野
分
校
と
し
て
開
校
以

来
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
現
在
に
至

り
、
創
立
66
年
に
な
り
ま
す
。
久
住

校
の
教
育
方
針
は「
農
業
教
育
を
推

進
し
、
地
域
農
業
発
展
と
地
域
環
境

保
全
に
貢
献
す
る
若
者
の
育
成
」で
、

特
に
、『
①
農
業
の
持
つ
教
育
力
や
久

住
の
環
境
を
生
か
し
た
心
を
耕
す
人

間
教
育
、
②「
土
」か
ら
離
れ
な
い
農

業
教
育
、
③
動
物
飼
育
や
植
物
栽
培

を
通
し
て「
命
の
大
切
さ
」を
学
ば
せ
、

「
豊
か
な
人
間
性
」を
身
に
つ
け
さ
せ

る
』の
３
点
を
中
心
に
農
業
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

本
校
特
色
の
一
つ
目
と
し
て
は
、

６
・
10
月
の
大
船
山
・
黒
岳
へ
の
清

掃
登
山
で
す
。
開
校
以
来
の
行
事
で

60
数
年
間
続
い
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
３
月
の
野
焼
き
体
験
実

習
で
す
。
こ
の
行
事
も
19
年
間
、
環

境
教
育
と
し
て
続
け
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
学
園
祭
で
す
。
小
さ
な

分
校
の
行
事
に
、グ
ラ
ウ
ン
ド
が
満

杯
に
な
る
ほ
ど
多
く
の
方
々
が
来
て

く
れ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
も
多

大
な
協
力
を
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

地
元
は
も
と
よ
り
県
外
や
県
北
な
ど

か
ら
も
、
本
校
自
慢
の「
シ
ク
ラ
メ

ン
」等
を
求
め
て
来
て
く
れ
ま
す
。

　

四
つ
目
は「
う
し
部
」で
す
。『
選
択

と
集
中
』と
い
う
こ
と
で
特
色
を
出

そ
う
と
創
部
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
10
名
の
生
徒
が
和
牛
品
評
会

や
家
畜
審
査
競
技
に
向
け
て
、
牛
の

手
入
れ
や
分
娩
看
護
な
ど
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

五
つ
目
は
寮
教
育
で
す
。
全
校
生

徒
の
約
半
数
が
寮
生
活
を
送
っ
て
い

ま
す
。
規
律
あ
る
生
活
で
自
立
出
来

る
生
徒
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、「
小
さ
な
学
校
の

大
き
な
希
望
」と
い
う
こ
と
で
、
生

徒
た
ち
は
希
望
を
持
っ
て
一
生
懸
命

に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
久

住
校
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。（

荘
野
保
則
）

↑特徴的な部活動「うし部」

↑学園祭で好評のシクラメン

↑大船山・黒岳の清掃登山

↑野焼き体験実習

農
業
の
す
ば
ら
し
さ
を
実
感
で
き
る
学
校

今
月
の
学
び
舎

大
分
県
立
三
重
総
合
高
校
久
住
校

112

　

田
能
村
竹
田
は
、
日
本
を
代
表

す
る
「
南
画
家
」
で
あ
り
、
作
品

の
評
価
は
高
い
。
こ
の
た
び
日
本

郵
便
の
普
通
切
手
デ
ザ
イ
ン
刷

新
に
あ
た
り
、
最
高
額
面
の
千
円

切
手
の
デ
ザ
イ
ン
に
、
田
能
村
竹

田
の
「
富
士
図
」（
重
文　

大
分

市
美
術
館
収
蔵
）
が
採
用
さ
れ

た
。
竹
田
市
民
に
と
っ
て
う
れ
し

く
、
誇
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。

　

竹
田
の
画
は
、
個
人
は
も
と
よ

り
、
竹
田
歴
史
資
料
館
や
、
全
国

各
地
の
美
術
館
等
で
大
事
に
収

蔵
さ
れ
て
お
り
、
特
別
展
な
ど
で

時
折
展
示
さ
れ
た
り
、
図
録
が
発

行
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
だ
が
残

念
な
こ
と
に
、
そ
の
名
画
を
見
る

機
会
に
恵
ま
れ
る
人
は
少
な
い
。

　

田
能
村
竹
田
顕
彰
会
と
し
て

は
、
画
聖
と
称
さ
れ
る
竹
田
の
画

を
、
次
の
よ
う
に
願
っ
て
「
ま
ち

か
ど
南
画
館
」
の
設
置
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

ま
ち
の
中
を
歩
け
ば
、
い
つ
で

も
、
誰
で
も
気
楽
に
竹
田
先
生

の
作
品
を
見
ら
れ
る
。

　

現
在
、
次
の
五
か
所
に
設
置
し

て
い
る
。
原
画
は
、
い
ず
れ
も
大

分
市
美
術
館
の
収
蔵
で
あ
る
。

☆
雁
来
紅
群
雀
図
（
大
分
銀
行
竹

田
支
店
）

☆
暗
香
疎
影
図（
国
際
観
光
交
通
）

☆
青
芹
白
鶴
図
双
幅
（
喜
多
屋
）

☆
四
季
花
鳥
図
四
幅
対
（
志
賀
内

科
）

☆
富
士
図
（
村
田
薬
品
）（
千
円

切
手
デ
ザ
イ
ン
に
採
用
）

　

こ
れ
ま
で
に
も
、
稲
葉
川
沿
い

に
竹
田
の
画
が
13
基
も
の
陶
板

で
展
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

稲
葉
川
河
川
整
備
事
業
の
一
環

と
し
て
、
大
分
県
（
竹
田
土
木
事

務
所
）
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
遊
歩
道
は
、
市
民

に
と
っ
て
竹
田
画
廊
で
あ
り
、
安

ら
ぎ
の
場
と
も
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
を
河
畔
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と

し
、
併
せ
て
、
次
の
よ
う
に
努
力

し
て
い
き
た
い
。

城
下
町
竹
田
の
、
憩
い
の
ス

ポ
ッ
ト
づ
く
り
・
情
感
あ
ふ
れ

る
景
観
の
向
上
の
一
助
と
す
る
。

（
田
能
村
竹
田
顕
彰
会
）

田能村竹田の画に出会える城下町
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【一般の本】
・九年前の祈り（講談社）　　　　　　　　　小野　正嗣 
・サラバ！上・下（小学館）　　　　　　　　西　加奈子
・波止場浪漫上・下（日本経済新聞出版社）　諸田　玲子
・脱・限界集落株式会社（小学館）　　　　　黒野　伸一
・営繕かるかや怪異譚（KADOKAWA)　　　　小野不由美
・晩鐘（文藝春秋）　　　　　　　　　　　　佐藤　愛子
・てのひら（学研パブリッシング）　　　　　谷津　矢車
・フランス人は10着しか服を持たない（大和書房）

ジェニファー・Ｌ・スコット
・東大卒プロゲーマー（ＰＨＰ研究所）　　　と　き　ど
・わたしの暮らしの選択（エフジー武蔵）MUSASHIBOOKS

【子どもの本】
・よるです（偕成社）　　　　　ザ・キャビンカンパニー
・あたらしい子がきて（岩崎書店）　　　　　岩瀬　成子
・おめんです２（偕成社）　　　　　　　いしかわこうじ
・ビジュアル世界大地図（日東書院本社）　　左巻　健男
・おやこで作ろう こどもお菓子部（新潮社）　福田　里香

他 60冊ほど入りました

新刊のご案内
図書館の
お知らせ

２ 月

みんなのゆうがくかん

　絵手紙のような感想文・絵の募集にたくさ
んのご応募ありがとうございました。館内に
展示していますのでぜひご覧ください。
　尚、２月11日㈬建国記念の日は開館してい
ますのでどうぞご利用ください。 

「アー・ユー・フリー？」

「ぼくのニセモノをつくるには」
ヨシタケ シンスケ作（ブロンズ新社）

　大ヒット「りんごかもしれない」に続く、ヨシタケシン
スケの発想えほん第2弾。自分のニセモノになって、ロボッ
トに自分について教え始めた……。
　自分のことを考えるのってめんどくさいけど、なんか
ちょっと楽しい気もするって思っちゃったぼくのおはな
し。おもしろいよー！

　詩集「求めない」「受いれる」の著者による、愛と笑いがこぼれ
る気づきの書。―持ってるものがなくなったら、次のものを握
れるんだから、なくしたらチャンスだ―
　20年以上にわたる講演録から、一部を抜粋して編集されまし
た。どこからでも読める、繰り返し読める一冊。
　自由への思いが流れています。

一般の本

子どもの本

司書おすすめの1冊

休館日カレンダー

　　（アミ）が図書館の休館日
◯お ＝荻図書室　◯く ＝久住図書室
◯な ＝直入図書室

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻駅交流館図書室）
　TEL･FAX 68-2200
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

自分を自由にする１００の話　　加島　祥造著（小学館）

日 月 火 水 木 金 土
1

◯く
◯な

2
◯お

3 4 5 6 7 ◯お
◯く
◯な

8
◯く
◯な

9
◯お

10 11 12 13 14◯お
◯く
◯な

15
◯く
◯な

16
◯お

17 18 19 20 21◯お
◯く
◯な

22
◯く
◯な

23
◯お

24 25 26 27 28◯お
◯く
◯な

「図書館かたちづくりの集い」 
　新図書館の基本計画案に対する理解を深め、イメージをふくらませてもらうた
めに使い方のアイデアを募ります。ぜひご参加ください。
　 【第１回】　日時　２月15日㈰ 14:00～17:00 
　 【第２回】　日時　２月16日㈪ 18:00～21:00 
　 場所　竹田市総合社会福祉センター　多目的ホール 
※参加には事前申込みが必要です。竹田市立図書館（☎63-1048）までお問い合わせください。

※「今月の読み聞かせ」のスケジュールは、別冊たけたん情報のこよみをご覧ください。
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「
平
成
27
年
竹
田
市
消
防
出
初

式
」が
１
月
18
日
、
消
防
署
員
、

消
防
団
員
な
ど
約
４
０
０
人
が
参

加
し
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園
陸

上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
の
日
、
早

朝
よ
り
訪
れ
た
大
勢
の
地
域
住
民

の
み
な
さ
ん
が
参
観
す
る
中
で

『
人
員
服
装
点
検
』や『
訓
練
点
検
』

『
放
水
点
検
』、『
分
列
行
進
』な
ど

が
厳
粛
か
つ
、
整
然
と
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昨
年
採
用
さ
れ
た
女
性
消
防
団

員
が
初
参
加
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、

分
列
行
進
に
お
い
て
は
き
び
き
び

と
し
た
動
き
を
み
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
全
国
大
会
に
出

場
し
た
直
入
方
面
隊
第
一
分
団

が「
小
型
ポ
ン
プ
操
法
」を
披
露
し
、

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

点
検
者
の
首
藤
市
長
は「
市
民

の
生
命
、
財
産
を
守
る
と
い
う
崇

高
な
使
命
感
に
燃
え
、
安
心
・
安

全
な
町
づ
く
り
に
貢
献
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
」と
講
評
を
述
べ
ま

し
た
。

　

竹
田
市
に
お
い
て
、
市
民
の『
安

心
』、『
安
全
』を
第
一
に
、
消
防
署
、

消
防
団
、
関
係
機
関
が
一
丸
と
な

り
、
懸
命
に『
防
災
活
動
』に
取
り

組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

表
彰
受
章
者　
　
　
（
敬
称
略
）

竹
田
市
長
表
彰

○
永
年
勤
続
功
労
章

　
　
　
　
　
（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

西
出
博
信
・
衛
藤

信
明
・
真
田
博
幸
・
佐
田
圭
司
・

野
仲
康
弘
・
吉
川
喜
寿
・
阿
南
輝

芳
・
後
藤
恵
史
・
板
井
正
信
・
工

藤
直
樹
・
本
田
浩
史
・
足
立
康

隆
・
森
道
雄

荻
方
面
隊　

岸
畑
裕
之
・
伊
東

豪
・
衛
藤
公
喜
・
後
藤
康
寛
・
野

尻
成
尚

久
住
方
面
隊　

工
藤
哲
也
・
浅
倉

洋
二
・
木
村
克
比
古
・
宇
戸
田
祥

自
・
賀
籠
六
尚
樹
・
吉
野
真
一
・

内
田
竜
哉
・
内
田
哲
郎
・
児
玉
貴

生
・
森
淳
史
・
魚
住
知
幸

直
入
方
面
隊　

橋
本
一
彦
・
山
田

達
矢
・
秋
吉
潤
・
齊
藤
崇
・
佐
藤

哲
也
・
檪
浦
幸
徳
・
森
田
康
之
・

石
田
智
・
田
北
大
英

○
永
年
勤
続
退
団
者

（
勤
続
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

後
藤
長
幸
・
工
藤

隆
浩
・
大
塚
栄
一
・
松
村
典
男
・

伊
藤
大
伸
・
佐
藤
栄
静

久
住
方
面
隊　

足
立
康
成
・
吉
野

一
好
・
工
藤
英
敏
・
佐
藤
恭
二
・

坂
口
博
昭
・
筑
紫
聡

○
消
防
協
力
者

〔
防
火
水
槽
用
地
等
無
償
提
供
者
〕

吉
野
百
人（
片
ヶ
瀬
）・
馬
場
幸
夫

（
久
住
町
栢
木
）

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

工
藤
孝
幸
・
高
宮

正
彦
・
小
澤
洋
志
・
渡
辺
文
彦
・

大
塚
隆
司
・
宮
本
幸
冶
・
佐
藤
隆

行
・
佐
藤
大
樹
・
野
田
博
幸
・
安

達
友
彦
・
本
田
武
史
・
後
藤
寛
和

荻
方
面
隊　

後
藤
豊
文
・
後
藤

壮
・
後
藤
康
太
・
下
田
哲
照
・
山

村
明
・
山
村
寿
和
・
工
藤
修
平
・

後
藤
克
寿
・
甲
斐
大
蔵
・
原
秀
彰

久
住
方
面
隊　

後
藤
祥
司
・
渡
邊

誠
・
工
藤
光
太
・
畑
山
健
一
・
倉

原
郁

直
入
方
面
隊　

大
塚
修
一
・
馬
場

啓
四
郎
・
角
田
友
樹
・
古
荘
聡

一
・
首
藤
優
作
・
大
塚
稔
・
羽
田

野
祐
介
・
甲
斐
康
博

○
優
良
分
団

〔
大
分
県
消
防
操
法
大
会
出
場
〕

直
入
方
面
隊
第
１
分
団（
小
型
ポ

ン
プ
の
部
・
ポ
ン
プ
車
の
部
）

平
成
27
年
竹
田
市
消
防
出
初
式　

頼
み
ま
す！
市
民
の「
安
心・安
全
」

消　防

↑訓練の成果を発揮する放水点検

 ↑直入方面隊第一分団による「小型ポンプ操法」披露

↑きびきびとした動きをみせる
訓練点検　

↑女性消防団も初参加。服装点検をする首藤市長

↑整然と行われる分列行進 
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『私達の健康は、私達の手で』

久住の環境をみんなで守りたい！

「デジカメ」が新たな学びのきっかけに！

「みつわ会」設立40周年記念式典を開催

～久住中学校生徒会が廃油石けんの益金を寄付～

公民館講座「初心者のための写真講座」が好評

　１月16日、設立40周年を迎えた竹田市食生活改善推進協議
会久住支部「みつわ会」は、記念式典を久住公民館で行いました。
　市町合併前の「久住町」では、昭和43年から保健所主催で食
生活改善指導者講習会を開催し、昭和44年の第１期生、昭和
46年の第２期生、昭和48年の第３期生の修了者によって、昭
和49年４月に「食生活改善指導者講習修了者連絡協議会（通称
＝みつわ会）」が発足しました。名前の由来は「会員」・「地域」・

「行政」の３者が手を携え、協力して活動していくという意味を
込めて、「みつわ会」と名付けたそうです。
　これまでの主な活動内容は「料理学習会」、「郷土料理コンクールや
バランスメニューコンクール等の県の展示会の参加」、「独居高齢者へ
のおせち料理の配食」、「男性料理教室、各地区食生活改善料理教室の
指導」、「〝元気茶屋〟として、健診会場での朝食サービス（減塩みそ汁
を提供し減塩の普及啓発を行う）」、「ねんりんピック、国体、瀧廉太
郎記念高等学校声楽コンクールなどで料理協力」等々、 食生活改善の
リーダーとして、家庭から始まり、地域全体につながる活動を行っ
ています。
　平成17年に、竹田市食生活改善推進協議会久住支部となります。
現在も、『私達の健康は、 私達の手で』を合言葉に、積極的に住民参画
を促し、食生活改善を中心とする組織的な活動を進めています。
　足達雪美会長は「この会は、食を通じて健康づくり活動を地域に推
進していくボランティア団体です。久住・白丹・都野地区の仲の良
い３つの和が集まり、みつわ会と命名された、とも聞いております。
これからも和をくずすことなく、みつわ会としての誇りを持って、先
輩方が築き上げた伝統を未来に引き継いでいきたいと思います」と述
べ、さらなる団体の発展を誓いました。

　環境グループ「めだかの学校」とともに、「川の水質調査」や「廃油石
けんづくり体験」、「廃油石けんのラベルづくり」など、 環境保全の推進
に取り組んできた久住中学校生徒会は、小型の廃油石けんを文化祭で
販売しました。その売上金（8,280円）を地元で活動する「久住花の会Ｙ
ｏｕ花」（川越竣市代表）と「ＮＰＯ法人みちくさ案内人倶楽部」（上好温
理事長） の２団体に寄付しました。
　生徒会保健体育部の足達芙実部長（３年）は 「久住の環境を守る活動
に生かしてほしい」と挨拶。川越代表は「生徒の気持ちを生かせるよう
に、みんなで頑張りたい」と御礼の言葉を述べました。

　デジカメを初めて購入したものの「操作がわからない」という初心者の方を対象
とした公民館講座「初心者のための写真講座」（竹田市生涯学習課主催）が昨年９月
27日に開講し、毎回人気を博しています。
　カメラはメーカーによって、操作も特徴も異なるため、受講者
は「愛用のデジカメ」と「取扱説明書」の持参が必須。講師と一緒に
なって、疑問を解決する親切丁寧さが受けているようです。
　10名の受講生たちは現在、３月14日に久住公民館で開催される

「生涯学習まつり」にて、初めての写真展に出品するため、作品制
作に日々奮闘中です。ぜひ会場にお越しください！

↑文化祭の益金を寄付する久住中学校生徒会のみなさん

↑受講者に写真の楽しさを伝える
講師の友永ひろみさん

←「花」を題材に屋外でマクロ撮影会

↑40周年を関係者全員で祝う

↑会員歴40年の湯地恵子さん（境
川）を功労者表彰 ↑挨拶をする足達雪美会長

→
寸劇「うちん、み
そ汁」を発表 。日
常使う方言が笑い
を誘う
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歴史資料館　　　　　　　　　  　☎63-1923

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕２月2日㈪、9日㈪、12日㈭、16日㈪、23日㈪
〔入　館　料〕一般200円、小・中学生100円
　※共通券、団体料金についてはお問い合わせください。

○南画展示室（２階）
　『松のある南画』　２月３日㈫～３月15日㈰
　寒い冬でも青々と葉が茂る「松」は、歳寒三友（松竹梅）
に代表されるように、南画においても重要な画題の１つ
です。当館コレクションより「松」の描かれた南画を展示
し、南画の魅力の一端を紹介します。

○サンチャゴの鐘、九州国立博物館へ
　当館で展示中の国指定重要文化財「銅鐘」（通称：サ
ンチャゴの鐘／中川神社所蔵）が、平成27年４月21日
㈫から５月31日㈰にかけて開催されます九州国立博
物館開館10周年記念特別展「戦国大名―九州の群雄と
アジアの波濤―」で展示されることとなりました。
　特別展の詳細については、九州国立博物館のホーム
ページ（http://www.kyuhaku.jp/）をご覧ください。こ
れに伴い「銅鐘」は２月2日㈪から６月（返却日未定）ま
で九州国立博物館へ貸し出しますので、当館で観覧す
ることはできません。

市民ギャラリー水琴館　　　    ☎ 63-2200

〔開館時間〕９：00～17：00
〔休　館　日〕２月１日㈰～12日㈭、16日㈪、23日㈪
〔入　館　料〕無　料

○岡藩城下町雛祭り『享保雛・大正雛の展示』
　２月13日㈮～３月8日㈰

（市民ギャラリー水琴館　☎63-2200）

募　集
楽しもう！盛り上げよう！
おんせん県おおいたデスティネーションキャンペーン

おもてなしサポーター大募集
◎おもてなしサポーターとは……
　平成27年７月から９月にかけて、おんせん県おお
いたデスティネーションキャンペーン（おおいたＤＣ）
が開催されます。このおおいたＤＣ期間中に大分を訪
れるお客さまを県民総参加でおもてなしするため、「お
んせん県おおいたおもてなしサポーター」を募集しま
す。
  「おんせん県おおいたおもてなしサポーター」には、

「笑顔であいさつ」「積極的な声かけ」などのおもてなし
活動を宣言、実践していただくことにより、お客さま
に「大分へ来て良かった」と感じていただき、おおいた
ＤＣ終了後も大分へリピーターとして訪れていただけ
ることを目指します。

申込期間　１月15日㈭～9月30日㈬
申込方法　①郵送・ＦＡＸ・ＨＰから実行委員会に活

動宣言書を送る
　　　　　②登録決定後、登録証・缶バッチ・ＤＣ特別

ステッカーなどのグッズが届く！
　　　　　③おもてなし活動スタート！
●お問い合せ　おんせん県おおいたデスティネーショ

ンキャンペーン実行委員会事務局　☎097-506-2162
　FAX 097-506-1729   HP http://www.onsenkenoita-dc.

jp

語り部と竹田の歴史を調べる会〔最終回〕
日　　時　２月14日㈯　岡城駐車場10：00集合
場　　所　岡城下原門周辺
テ　ー　マ　「城郭」
講　　師　中西義昌氏（北九州市歴史博物館学芸員）
参　加　費　500円　※研修は午後1時頃まであります
申込締切　２月11日㈬
●お申込み・お問い合せ　竹田創生館　☎63-4100

イベント
大分県立芸術緑丘高等学校「文化財鑑賞（岡
城跡）スケッチ作品展」
期　間　１月10日㈯～３月31日㈫  （火曜定休日）
　　　　※2/13㈮～3/8㈰  雛まつり期間は休みなし
場　所　茶房御客屋
内　容　芸術緑丘高校２・３年生の選抜作品24点を展

示中です。ぜひご覧ください。
●お問い合せ　茶房御客屋　☎63-0897

消費者行政
消費生活相談窓口からの注意喚起
　―契約するときは良く考えてから―
　給湯器が故障した際、連絡先を書いたシールが貼っ
てあったので電話をしたら、修理できないので新しい
商品を購入するよう勧められ高額な商品を契約してし
まった。後で調べたところ、貼られていたシールは設
置業者とは関係のない業者だった、という相談が多く
なっています。修理できないと言われても業者から勧
められるままに契約するのではなく、数社から見積も
りを取るなどしてから判断しましょう。
●お問い合せ　竹田市市民課窓口（竹田市消費生活セン

ター）　☎63-4834　8:30～17:00（月～金・平日のみ）
　大分県消費生活・男女共同参画プラザ（アイネス）　

☎097-534-0999

年　金
戸籍の死亡届をご提出された方へ～

年金の手続きはお済みですか？
○年金は、原則、受けている方がお亡くなりになった

月まで受け取ることができます。そのため、亡くな
られた方がまだ受け取っていない年金などがある場
合は、生計を同じくしていた御遺族の方が受け取る
ことができます。

　これを未支給年金といいます。
○未支給年金を受け取ることができる遺族の方は、生

計を同じくしていた配偶者、子、父母、孫、祖父母、
兄弟姉妹、またはこれらの方以外の３親等内の親族
となっています。順位もこのとおりです。

○配偶者、子、父母、孫、祖父母の方につきましては、
遺族年金を受けられる場合もありますので年金事務
所にご相談ください。

●お問い合せ　大分年金事務所（お客様相談室）
　　　　　　　☎097-552-1211

❶

別冊 たけたん情報　２月号



2015年２月発行

農　業
農地の借り手を募集します（農地中間管理事業）

　公益社団法人大分県農業農村振興公社では、農地中
間管理機構として、農地中間管理事業の推進に関する
法律第17条第1項及び農地中間管理事業規程第18条第
1項の規定に基づき、以下のとおり農用地等の借受け希
望者を募集します。（農地の貸し借りの新しい仕組みで
す）
１　募集期間
　　第４期：平成27年１月21日㈬～２月20日㈮
２　募集の区域
　　竹田地域、荻地域、久住地域、直入地域（借受けを

希望する区域を記入します。複数可）
３　応募の条件
　　借受け希望者は、次に掲げるすべての要件を満た

す者とする。
　⑴機構から借受ける農用地等について、そのすべて

を効率的に利用して耕作または養畜の事業を行う
と認められる者であること。

　⑵当該農用地等を原則として10年以上借受けて、農
業生産活動を行うことができる者であること。

　⑶下記に定める募集結果の公表について、同意した
者であること。

　　ア氏名または名称
　　イ当該区域内の農業者、区域外の農業者、新規参

入者の別
　　ウ借受けを希望する農用地等の種別、面積
　　エ借受けた農用地等に作付けをしようとする作物

の種別
４　申出書及び取り下げ書
　　募集の際に提出いただく様式は、竹田市農政課、

各支所産業建設課の各窓口に用意しています。また
大分県農地中間管理機構（農業農村振興公社）のホー
ムページにも様式を用意しています。

５　貸付希望調書　
　　「農地」を農地中間管理機構を通じて貸し付けたい

方は、貸付希望調書を竹田市農政課・各支所産業建
設課に提出してください。

６　提出先
　　竹田市農政課、各支所産業建設課
●お問い合せ　竹田市農政課　☎63-4805

人　権
まずは知ること、気づくことから
日　時　２月18日㈬　15：00～
会　場　竹田市役所３階会議室　
内　容　人権学習学級
テーマ　「知ることからはじめる人権学習」
　　　　〔講師〕　竹田市社会教育指導員　木村舞
※どなたでも受講できます。お気軽にご参加ください。
　受講を希望される方は事前にご連絡ください。　
●お問い合せ　竹田市生涯学習課　☎63-4817

講習会
「食品衛生表示等講習会」を開催します
　「食品衛生適正表示」は現在、国において具体的な基
準を策定中ですが、来年６月に施行される予定です。
　つきましては、検討される内容、決定事項等の概要
についての講習会を右記の日程で開催します。

日　時　①２月９日㈪　14：00～16：00（先着40名）
　　　　②２月16日㈪　14：00～16：00（先着40名）
　　　　※どちらかご都合の良い日に受講してください。
場　所　竹田市総合社会福祉センター（市本庁舎隣）
受講料　無　料
受講対象者　食品加工業者、菓子製造業、こんにゃく

豆腐等、精肉鮮魚スーパー関係者等
●お申込み・お問い合せ
　竹田食品衛生協会　☎63-0677
　〔受付時間〕 9：00～17：00　月～金曜日（祭日除く）

養護老人ホーム南山荘からお知らせ
平成27年度養護老人ホーム南山荘
給食用物資納入業者の募集をします
期　　間　２月10日㈫～２月28日㈯
場　　所　竹田市養護老人ホーム南山荘
　　　　　竹田市大字吉田204番地
納入物資　米穀類、鮮魚、青果（野菜・果物等を含む）、
　　　　　精肉及び加工品を含む食品全般
※納入条件の基準等がありますので、下記までご連絡

ください。また、申請書を準備していますので南山
荘にお越しください。

●お問い合せ  竹田市養護老人ホーム南山荘 ☎63-1083

水　道
「平成27年度水質検査計画」を策定しました

　竹田市水道課では、水道水の安全確保のため、水道
法に基づき定期的な水質検査を実施しております。
　水道法の施行規則では、新年度に実施する水質検査
の内容について「水質検査計画」を策定し、需要者へ公
表することとされています。
　これに伴い、竹田市水道課では「平成27年度水質検査
計画」を策定いたしました。
　閲覧をご希望の方は、竹田市水道課までお越しくだ
さい。なお、閲覧は平成27年3月2日㈪からとなります。
●お問い合せ　竹田市水道課　☎63-1046

教　育
就学援助制度をご存じですか　
　就学援助制度とは、経済的な理由によりお子様の竹
田市立小・中学校への就学が困難なご家庭に対し、市
が学校給食費や学用品費等の費用の一部を援助する制
度です。
　対象者は、市内に住所を有する児童生徒の保護者で、
生活保護法に基づく保護の停止、または廃止を受けた
方、市民税が非課税、または減免を受けた方、児童扶
養手当の支給を受けている方、保護者の世帯全員の収
入総額が少なく生活が経済的に厳しい等、認定基準に
該当する方です。
　援助を希望される保護者の方は、２月18日㈬までに就
学を予定されている各小・中学校へご相談ください。
●お問い合せ   竹田市教育委員会学校教育課 ☎63-4833

職員募集
平成27年度竹田市臨時職員・非常勤嘱託員募集
　竹田市及び竹田市教育委員会では、平成27年４月１
日以降採用の臨時職員・非常勤嘱託員を次のとおり募

❷
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集します。
　採用方法は、応募者の中から面接等により選考し決
定します。
１　募集内容

職　種 備　　考
一般事務 事務補助（パソコン使用業務あり）

専　門　職 資格必要（保育士、幼稚園教諭、小学校教
諭、司書、司書補）、調理員

労　務　員 学校主事、庁舎警備員（荻支所）

２　勤務条件等
　給与・休暇：市の規定による
　勤務時間：原則として正規職員に準ずる
　社会保険：法定制度適用
　任用期間：最長1年、職種及び配置先により異なる
　勤務場所：本庁、各支所及び市教育委員会の各施設等

※詳細な条件は、職種等により異なりますので、面
接時に説明します。

３　募集要件
　⑴平成９年４月1日までに生まれた人
　⑵次のいずれかに該当する人は申し込みできません。

・成年被後見人、または被保佐人
・禁固以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで

の人、またはその執行を受けることがなくなるま
での人

・日本国憲法施行の日以後において、日本国憲法、
またはその下に成立した政府を暴力で破壊するこ
とを主張する政党その他の団体を結成し、または
これに加入した人

・日本国籍を有しない人で、在留活動が制限されて
いる在留資格を有する人

４　応募方法
　竹田市指定の履歴書に写真を添付し、総務課、各
支所いきいき市民課、教育総務課のいずれかに提出
してください。受付は閉庁日を除く、午前８時30分
から午後５時までです。
※４月からの任用を希望する方は２月13日㈮までに

提出をお願いします。
※履歴書は、総務課・各支所いきいき市民課・教育

総務課に用意しているほか、竹田市のホームペー
ジからもダウンロードできます。http://www.city.
taketa.oita.jp/

５　統一面接日　平成27年２月22日㈰予定
　　　　　　　　（面接時間等は、直接お知らせします）

※専門職については、別途に面接日を設定する場合
があります。

●お問い合せ

　竹田市総務課　職員係　☎0974-63-1111（内線217）
　竹田市教育委員会　教育総務課　☎0974-63-4816

貸　出
竹田温泉「花水月」における事業者を募集します
　竹田温泉「花水月」では竹田温泉「花水月」内の施設を
利用して、健康または観光サービス事業を行う方を募
集します。竹田温泉「花水月」を利用して下記のような
内容で事業を行う方を募集いたします。
貸出場所　竹田温泉「花水月」１階和室　16.2㎡　
貸出期間　平成27年３月１日㈰～　（１年更新）
申込期間　平成27年２月１日㈰～15日㈰

所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、
竹田市商工観光課にご提出ください。

使　用　料　所定の使用料が必要ですので、竹田市商工観
光課にお問い合わせください。

業　　種　温泉館としてふさわしい、健康または観光関
連サービス事業

そ　の　他　申込者が複数ある場合は、書類審査及び面接
等を行い、選考いたします。

●お申込み・お問い合せ
　竹田市商工観光課　☎0974-63-4807
　FAX 0974-63-0701（担当：工藤・相馬）

福　祉
第26回豊の国ねんりんピック

「シルバーふれあい短歌・俳句・川柳展」の作品募集！
　平成27年６月３日㈬から５日間、大分市で開催され
る第26回豊の国ねんりんピック「シルバーふれあい短
歌・俳句・川柳展」の作品を募集します。
募集資格　県内在住の60歳以上（昭和31年４月１日以前

に生まれた方）
募集部門　短歌、俳句、川柳（川柳のみ課題「笑う」を設

けます） 応募点数は、１人につき短歌を１首、
俳句・川柳を２句までとします。（ただし未
発表作品に限る）

募集期間　２月１日㈰～28日㈯  ※当日消印有効
申込方法　竹田市福祉事務所、各支所いきいき市民課

窓口に備付けの申込書に必要事項を記入の
うえ、大分県社会福祉協議会　長寿いきい
き班（大分市大津町２丁目１番41号）まで送
付してください。

●お問い合せ　竹田市福祉事務所  福祉係　☎63-4811
　大分県社会福祉協議会  長寿いきいき班　☎097-553-

1150
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00
-1

5:
00

（
竹

田
市

高
齢

者
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー
）㉄

日
本

年
金

機
構

大
分

年
金

事
務

所
　

☎
09

7-
55

2-
12

11
・

１
歳

６
か

月
児

健
康

診
査

 1
3:

00
-

13
:2

0受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
:0

0終
了

予
定

・
大

分
県

行
政

書
士

会
無

料
相

談
会

 
13

:0
0-

16
:0

0（
大

分
県

行
政

書
士

会〔
大

分
市

〕）
㉄

大
分

県
行

政
書

士
会

事
務

局
　

☎
09

7-
53

7-
70

89
・

人
権

学
習

学
級「

知
る

こ
と

か
ら

は
じ

め
る

」1
5:

00
～（

市
本

庁
舎

３
階

会
議

室
）

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

認
知

症
予

防
講

演
会

 1
3：

15
-1

5：
30（

直
入

公
民

館
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
 1

3:
30

-1
5：

30（
荻

福
祉

健
康

エ
リ

ア
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
お

は
な

し
ル

ー
ム

 1
4:

00
-1

4:
30

（
南

部
幼

稚
園

）
・

障
害

者
就

職
面

接
14

:00
-1

6:0
0

（
ビ

ー
コ

ン
プ

ラ
ザ

・
別

府
市

）
㉄

大
分

労
働

局
職

業
対

策
課

 ☎
09

7-
53

5-
20

90

・
成

牛
市

場
開

催
日

　
9：

30
セ

リ
開

始
　（

豊
後

豊
肥

家
畜

市
場

）

22
23

24
25

26
27

28
・

第
57

回
県

内
一

周
大

分
合

同
駅

伝
競

走
大

会
　

～
27

日
㈮

ま
で

　

・
竹

田
市

歩
こ

う
会【

荻
迫

方
面

】
花

水
月

前
9：

30
集

合
 ※

１
・

第
57

回
県

内
一

周
大

分
合

同
駅

伝
競

走
大

会〔
市

本
庁

舎
前

ゴ
ー

ル
〕　

14
：

30
頃

・
お

は
な

し
の

へ
や

 1
0:

30
-1

1：
00

（
竹

田
市

立
図

書
館

え
ほ

ん
の

へ
や

）
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

：
30（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）：

要
予

約（
☎

63
-3

34
6）

・
第

57
回

県
内

一
周

大
分

合
同

駅
伝

競
走

大
会〔

市
本

庁
舎

前
ス

タ
ー

ト
〕　

8:
00

頃
　

・
３

歳
児

健
康

診
査

 1
3:

00
-

13
:2

0受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
：

30
終

了
予

定

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

こ
こ

ろ
の

健
康

相
談

13
:3

0-
15

:3
0（

久
住

保
健

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-
33

46
）

・
認

知
症

予
防

講
演

会
 ～

福
岡

県
大

牟
田

市
徘

徊
SO

S模
擬

訓
練

の
実

際
～

 
14

：
00

-1
5：

30（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

 
多

目
的

ホ
ー

ル
）

月 間 ・ そ の 他

○
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
　
○
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間

○
冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間

○「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
1/
１
㈭
～
2/
28
㈯
）

○
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の
確
定
申
告

　（
1/
５
㈪
～
3/
31
㈫
）

○
第
17
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り（
竹
田
城
下
町
界
隈
）（
2/
13
㈮
～
3/
8㈰
）

○
平
成
27
年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
　（
3/
１
㈰
～
７
日
㈯
）

※
１

竹
田

市
歩

こ
う

会
 ☎
62
-2
50
1（

山
本

）
※

２
竹

田
創

生
館

 ☎
62
-4
10
0

農
業

委
員

会
事

務
局

農
地

係
か

ら
の

お
知

ら
せ

・
農

地
に

係
る

各
種

申
請

受
付

の
締

め
切

り
は

、
毎

月
15

日
で

す（
15

日
が

土
日

の
場

合
は

直
前

の
金

曜
が

締
切

日
と

な
り

ま
す

）。
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
農

業
委

員
会

事
務

局
　

☎
63

-4
81

5

畜
産

座
談

会
地

　
域

日
　

　
　

時
会

　
　

　
場

直
入

地
域

３
月

２
日

㈪
　

9：
30

～
直

入
公

民
館

２
階

講
座

室
　

久
住

地
域

３
月

６
日

㈮
　

9：
30

～
久

住
公

民
館

１
階

機
能

回
復

訓
練

室
　

竹
田

地
域

３
月

９
日

㈪
　

9：
30

～
Ｊ

Ａ
竹

田
支

店
２

階
会

議
室

　
荻

　
地

域
３

月
25

日
㈬

  1
4：

00
～

荻
公

民
館

２
階

中
会

議
室

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

畜
産

振
興

室
　

☎
76

-1
01

0

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集
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月

竹
田
市
の
こ
よ
み

20
15
年（
平
成
27
年
）

日
SU

N
月

MO
N
火

TU
E
水

WE
D
木

TH
U
金

FR
I
土

SA
T

■
20
15
年
３
月
上
旬
の
予
定

　
３

月
１

日
㈰

　
・

林
野

火
災

防
御

訓
練

　
7：

30
～（

宮
城

地
区

）
　

　
　

　
　

　
　

 ・
第

８
回

由
学

館
セ

ミ
ナ

ー『
歴

史
ロ

マ
ン

 岡
城

も
の

が
た

り
』 

13
：

00
～（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）

※
作

家
・

櫻
田

啓
氏

の
講

演
会

及
び

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
  

㉄
竹

田
市

文
化

財
管

理
セ

ン
タ

ー
  

☎
66

-3
61

8
　

３
月

２
日

㈪
　

 【
納

期
限

】 
 〔

市
税

〕・
国

民
健

康
保

険
税

11
期

、
介

護
保

険
料

・
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
８

期
　

３
月

６
日

㈮
　

・
第

17
回

岡
藩

城
下

町
雛

ま
つ

り「
流

し
雛

」1
0:

30
～（

豊
後

竹
田

駅
前

　
稲

葉
川

河
岸

敷
）　

　
３

月
７

日
㈯

　
・

第
17

回
岡

藩
城

下
町

雛
ま

つ
り「

ひ
い

な
あ

そ
び

」1
0：

00
-1

3：
00（

竹
田

町
商

店
街

活
性

化
無

料
駐

車
場

）
　

　
　

　
　

　
　

　
㉄

岡
藩

城
下

町
雛

ま
つ

り
実

行
委

員
会

　
☎

63
-2

63
8

　
３

月
８

日
㈰

　
・

第
28

回
岡

の
里

名
水

マ
ラ

ソ
ン

大
会

　
9：

00
～（

竹
田

市
総

合
運

動
公

園
ス

タ
ー

ト
・

ゴ
ー

ル
）

小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル

　
収
集
さ
れ
た
小
型
家
電
が
ど
の
よ
う
に
資
源
化
さ
れ
て
い

く
の
か
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
普
段
目
に

す
る
こ
と
の
で
き
な
い
家
電
分
解
業
者
や
製
錬
所
を
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
詳
細
に
つ
い
て
は
大
分
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）　

日
　

　
時

　
２

月
28

日
㈯

　
10

：
00

～
15

:3
0

　
　

　
　

　
大

分
駅

　
発

着
　

申
込

期
限

　
２

月
13

日
㈮

　
参

　加
　費

　
無

料（
た

だ
し

昼
食

持
参

）　
見

　学
　先

　
㈱

大
分

エ
コ

セ
ン

タ
ー

、パ
ン

パ
シ

フ
ィ

ッ
ク

・
カ

ッ
パ

ー
佐

賀
関

製
錬

所
　

●
お

問
い

合
せ

　
大

分
県

生
活

環
境

部
地

球
環

境
対

策
課

リ
サ

イ
ク

ル
推

進
班

　
☎

09
7-

50
6-

31
24

豊
肥
地
区
防
災
講
演
会

日
　

時
　

２
月

12
日

㈭
　

　
　

　
　

13
：

30
～

受
付

　
14

：
00

開
会

　
会

　
場

　
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
内

　
容

　
南

海
ト

ラ
フ

地
震

に
よ

る
被

害
想

定
等

に
つ

　
　

　
　

い
て（

講
演

会
14

：
00

～
15

：
00

）　
　

　
　

　
・

地
震

災
害

へ
の

備
え

　
　

　
　

　
・

家
庭

で
で

き
る

防
災

対
策

　
　

　
　

　
・

地
震

体
験

車
に

よ
る

体
験

　
　

　
　

　
13

：
00

～
17

：
00（

予
定

）
主

　
催

　
豊

肥
ブ

ロ
ッ

ク
防

災
対

策
推

進
連

絡
協

議
会

、
竹

田
市

、
豊

後
大

野
市

　
●

お
問

い
合

せ
　

竹
田

市
総

務
課

  ☎
63

-1
11

1（
内

線
21

1・
21

2・
21

3）

２
月

行
政

相
談

員
に

よ
る

行
政

相
談

所
の

開
設

一
覧

 
地

　
域

相
　

談
　

日
 開

催
時

間
開

　
催

　
場

　
所

竹
　

田
２

月
18

日
㈬

10
：

00
～

12
：

00
竹

田
市

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

相
談

室
荻

２
月

19
日

㈭
10

：
00

～
12

：
00

荻
支

所
　

１
階

厚
生

室
久

　
住

２
月

18
日

㈬
10

：
00

～
12

：
00

久
住

公
民

館
　

健
康

相
談

室
直

　
入

２
月

18
日

㈬
10

：
00

～
12

：
00

直
入

支
所

　
小

会
議

室

●
お

問
い

合
せ

　
竹

田
市

総
務

課
行

政
係

　
☎

63
-1

11
1（

内
線

21
1）

※
行

政
相

談
に

関
す

る
お

問
い

合
わ

せ
は

、
行

政
相

談
委

員
ま

で
 

　〔
竹

田
〕小

河
晴

義
☎

62
-3

66
2　

〔
　荻

　〕
太

田
正

一
☎

68
-2

48
0

　〔
久

住
〕本

郷
俊

一
☎

76
-1

30
4　

〔
直

入
〕児

玉
龍

明
☎

75
-2

42
6 

1
2

3
4

5
6

7
・

地
域

お
こ

し
協

力
隊

写
真

展
「

た
け

た
日

和
」9

:0
0-

16
:0

0
（

TS
G

竹
田

総
合

学
院

２
階

展
示

室
）㉄

城
下

町
交

流
館

「
集

」☎
63

-0
13

3　
～

2/
22

㈰
ま

で
・

大
分

県
立

緑
丘

高
等

学
校

「
文

化
財

鑑
賞（

岡
城

跡
）

ス
ケ

ッ
チ

作
品

展
」1

0:
00

-
16

:0
0（

茶
房

御
客

屋
）

～
3/

31
㈫

ま
で

・
荻

の
里

温
泉

休
館

日
　

・【
納

期
限

】〔
市

税
〕・

国
民

健
康

保
険

税
10

期
、

介
護

保
険

料
・

後
期

高
齢

者
医

療
保

険
料

７
期

・
平

成
27

年
度

公
立

幼
稚

園
入

園
説

明
会

及
び

面
接

15
:3

0～
（

竹
田

幼
稚

園
・

南
部

幼
稚

園
・

直
入

幼
稚

園
）

・
歴

史
資

料
館

ミ
ニ

企
画

展『
中

川
家

と
播

州
三

木
』 

9:
00

-1
7:

00（
歴

史
資

料
館

２
階

歴
史

展
示

室
）

～
3/

15
㈰

ま
で

・
歴

史
資

料
館『

松
の

あ
る

南
画

』
9:

00
-1

7:
00（

歴
史

資
料

館
2階

南
画

展
示

室
）

～
3/

15
㈰

ま
で

・
お

は
な

し
の

へ
や

　
10

:3
0-

11
:0

0
（

竹
田

市
立

図
書

館
え

ほ
ん

の
へ

や
）

・
こ

こ
ろ

の
健

康
相

談
13

:3
0-

15
:3

0
（

直
入

保
健

福
祉

セ
ン

タ
ー

）：
要

予
約（

☎
63

-3
34

6）

・
4・

10
か

月
児

健
康

診
査

〔
４

か
月

〕
13

:0
0-

13
:1

5受
付〔

10
か

月
〕

13
:1

5-
13

:3
0

受
付（

竹
田

市
総

合
社

会
福

祉
セ

ン
タ

ー
）※

15
時

終
了

予
定

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

 1
3:

30
～

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

）

・
竹

田
温

泉
花

水
月

休
館

日
・

健
康

相
談

　
8:

30
-1

0:
30

（
竹

田
市

総
合

社
会

福
祉

セ
ン

タ
ー

　
保

健
指

導
室

）※
事

前
の

予
約

は
不

要
・

お
は

な
し

ル
ー

ム
 1

4:
00

-
14

:3
0（

竹
田

幼
稚

園
）

・
な

お
い

り
保

育
園

第
20

回
発

表
会

 9
:0

0～
（

直
入

公
民

館
大

ホ
ー

ル
）

・
第

23
回

Ｂ
＆

Ｇ
財

団
会

長
杯

争
奪

直
入

少
年

柔
道

大
会

　
9:

30
～（

竹
田

市
直

入
Ｂ

＆
Ｇ

海
洋

セ
ン

タ
ー

体
育

館
柔

道
場

）㉄
直

入
公

民
館

　
☎

75
-

22
40

・
竹

田
市

歩
こ

う
会【

稲
葉

ダ
ム

周
辺

散
策

】花
水

月
前

9：
30

集
合

　
※

１
 

8
9

10
11

建
国

記
念

の
日

12
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2015年２月発行❻

講演会
第８回由学館セミナー『歴史ロマン 岡城ものがたり 

～緒方三郎惟栄からキリシタンまで～』
日　時　３月１日㈰　13：00～開演
場　所　竹田市総合社会福祉センター
内　容　・作家・櫻田啓氏講演会「歴史ロマン 岡城もの

がたり ～緒方三郎惟栄からキリシタンまで～」
　　　　・パネルディスカッション　

〔コーディネーター〕佐藤晃洋(大分県先哲資
料館館長)、〔パネラー〕八重樫忠郎(岩手県平
泉町職員)、後藤篤美（竹田市南蛮文化振興室

長）※敬称略
●お問い合せ　竹田市文化財管理センター   ☎66-3618

月　間
２月は「相続登記はお済みですか月間」です
期　　間　２月１日㈰～28日㈯（但し、土曜日・日曜

日・祝日はお休み）
相談窓口　各司法書士事務所
相談内容　遺産分割、遺言、相続分など相続にまつわる

問題と登記手続き
　　　　　※期間中の相談は無料です。
●お問い合せ　大分県司法書士会　☎097-532-7579

入　札
平成27・28年度物品等競争入札参加資格申請受付開始
　竹田市が発注する物品の買入れ、製造の請負（工事の請負は除く）、役務の提供に係る競争入札参加には、資格審査
申請書の提出が必要です。資格審査申請をされる方は、次に従って提出してください。

受付期間
　平成27年２月2日㈪～平成27年２月27日㈮に受付をします。

※平成27年３月2日㈪～平成27年３月31日㈫の期間に資格審査を行いますので、この期間は受付を行いません。平
成27年４月１日㈬以降に随時受付を行います。なお、資格を付与した日から有効となるため、希望する入札に間
に合わないことがあります。

申請方法
１　提出場所　〒878-8555　大分県竹田市大字会々1650番地　竹田市役所　入札・検査課
２　提出方法

　持参・郵送可（平成27年２月27日㈮消印有効）。ただし、受付書が必要な方は82円切手を貼った返信用封筒を
同封してください。

　　※資格認定審査の通知については「認定しない方のみ発行」します。
３　提出書類
　　　次に掲げる書類を紙ファイル、クリアファイル又はクリップ等で綴り込みの上、1部提出のこと。
　　　（ホッチキス止めは避けること）

番
号 書　類　の　名　称

法　人
個人 備　考

（市内）（市外）
1 競争入札（見積）参加資格申請書 ○ ○ ○ 様式第１号
2 経営概要書 ○ ○ ○ 様式第２号
3 物品その他業務委託分類表 ○ ○ ○ 別表１

4 代表者身分証明書 ○ ○ ○ 履歴事項全部証明書（法務局にて発行）：写し可
※個人の場合は市長村長発行の身分証明書

5 財務諸表
・貸借対照表
・損益計算書

○ ○ ―
決算書：写し可
直前１年間の事業年度分に係るもの

6 営業用純資本額に関する書類及び収支計算書 ― ― ○ 確定申告書等財務諸表に類する書類：写し可

7 納税証明書
市税完納証明書 ○ ― ○

市役所税務課及び支所いきいき市民課にて発行
（手数料300円／通）：写し可　
※竹田市内に事業所を有する場合

所得税 ― ― ○ 税務署にて発行：写し可
法人税 ○ ○ ― 税務署にて発行：免税事業者は除く：写し可

8 委任状 ― ○ ― 様式第３号　※委任のある場合

４　有効期間
　　平成27年４月1日（４月1日以降の受付にあっては、資格を付与した日）から平成29年３月31日まで。

５　注意事項　※公的機関の発行する書類は、発行日から3か月以内のものとする。

●お問い合せ　竹田市入札・検査課　庶務係　☎0974-63-1111（内線107、108）　FAX 0974-63-1411
　　　　　　　※詳細については竹田市ホームページで閲覧が可能です。



たけたん情報　平成27年２月号 ❼

相　談
悩まず　どんとこい労働相談
期　　間　２月2日㈪～8日㈰　
受付時間　〔平　日〕９：00～20：00
　　　　　　　　　（来所の受付は18：30まで）
　　　　　〔土・日〕９：00～17：00
　　　　　　　　　（来所の受付は18：30まで）
　　　　　※土・日曜日の来所の場合の出入口は県庁

舎本館裏玄関
相談方法　①電話相談
　　　　　　☎097-536-3650（相談専用ダイヤル）　
　　　　　　☎097-506-5251　☎097-506-5241
　　　　　②来所相談　大分県労働委員会事務局（大分

県庁舎本館７階）
　なお、この期間以外でも平日（9：00～17：00）であれ
ば、随時労働相談を受付けています。

境界トラブル休日相談所（無料）
日　　時　２月15日㈰　10：00～15：00
場　　所　〔大分会場〕　ホルトホール大分405会議室
相　談　員　法務局職員、土地家屋調査士
そ　の　他　相談は無料、秘密は厳守します
●お問い合せ　大分地方法務局地図整備・筆界特定室
　☎097-532-3342

　
こころの健康電話相談
　あなたご自身のこと、家庭のこと、学校のこと、職場
のこと……。経験豊かな臨床心理士がお話を伺います。
日　　時　３月１日㈰　9：00～17：00
電話番号　☎097-549-3505　☎097-549-3506
相　談　料　無　料
●お問い合せ　大分県臨床心理士事務局　
　E-mail：oitacp.jimu@gmail.com

大分いのちの電話「相談員養成講座」受講生募集
期　　間　〔前期〕平成27年５月12日㈫から４か月間
　　　　　〔後期〕９月中旬～10か月間
　　　　　毎週火曜日　18：30～20：30
場　　所　コンパルホール（大分市）
受　講　料　前期２万円／後期２万５千円
募集期間　１月５日㈪～４月30日㈭
対　象　者　20歳以上の方
定　　員　50名

応募方法　希望者に募集要項（申込書）を郵送します
●お問い合せ
　㈳大分いのちの電話事務局　☎097-537-2488

消　防
平成27年春季全国火災予防運動　３月1日㈰～7日㈯

「もういいかい　火を消すまでは　まあだだよ」
　（平成26年度　全国統一防火標語）

　３月１日㈰から７日㈯の間、春季全国火災予防運動
が実施されます。期間中は消防団による火災防御訓練
や、幼年消防クラブによる防火パレードが行われ、火
の用心を呼びかけます。
　これからの季節は空気が乾燥し、火災が発生しやす
い時期になります。火の取り扱いに十分注意をしてく
ださい。
　竹田市では、昨年30件の火災がありましたが、出火
原因の多くが、枯れ草の焼却中に火災になったもので、
その多くが３月、４月に発生しています。枯れ草等を焼
却する場合は、消防署への届出をお願いします。

■取り付けただけではダメ！住宅用火災警報器！
　警報が鳴った時は！
　○火災のとき（ピーピーピー火事です）
　　①大声で周りに知らせ、119番をする。
　　②可能なら初期消火を行う。
　　③消火が難しそうな場合は、速やかに避難をする。
　○火災でないとき（ピーピーピー火事です）

　火災でないのに警報が鳴った時は、警報停止ボ
タンを押すか、ひも付きタイプはひもを引く。ま
たは、室内の換気をする。くん煙式殺虫剤使用時
はビニール等で包む。

○電池切れ、機器異常の時（ピッ電池切れです。ピッ
ピッピッ故障です）
　電池を交換するか、10年を目安に本体を交換。
機器異常時は購入店に相談。

■定期的に作動を確認しましょう！
・ボタンを押す、またはひもを引いて定期的に作動

確認音を聞く。　
・音が鳴らない場合は、電池のセット状況、電気切

れを確認の上、取扱い説明書を見る。
◎もしもの時に生命と財産を守る住宅用火災警報器で

す。まだ設置していないご家庭は早急に設置をお願
いします。

●お問い合せ　竹田市消防本部　警防課　☎63-0119
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休日及び夜間の在宅当番医
大久保病院　☎ 64-7777

〔受付時間〕　平日夜間18：00～21：00
　　　　　　土曜日13：00～21：00、休日8：30～21：00
竹田医師会病院　☎ 63-3241 

〔受付時間〕　平日 18:00～21:00、土曜日 13:00～21:00
　　　　　　日曜・祝祭日 8：30～21:00
　※原則として小学生以下の小児救急に関しては、小児科

輪番病院を受診してください。
　※なお、これまでどおり上記以外の曜日や時間帯につい

ても電話相談していただいて、診察可能と判断できれ
ば可能な限り対応いたします。

注意事項　・かかりつけの病院がある場合は、できるだけ
そこで診てもらうようお願いします。

　　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ
電話連絡したうえで受診をしてください。

　　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。

小児科外来休日当番医院
当番日 医療機関 電話番号

２月１日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月７日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月８日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121
２月11日（水・祝）豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月14日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月15日㈰ みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230

２月21日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

２月22日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

２月28日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月１日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

３月７日㈯
みやわき小児科（三重町） 0974-24-0230
三重東クリニック（三重町） 0974-22-6333
竹田市立こども診療所 0974-63-3838

３月８日㈰ 豊後大野市民病院（緒方町） 0974-42-3121

受付時間　8：30～11：30（こども診療所は9：00～11：30）
診療時間　9：00～12：00（三重東クリニックは8：30～12：00）
※土曜日については、上記以外にも診療を行っているとこ

ろがあります。
受診時の注意　当番院は、やむを得ず変更になる場合があ

ります。あらかじめ当番院または竹田市消防署（☎ 63-
0119）にお電話で確認されるようお願いします。また、
院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処
方となることがありますので、ご了承ください。

歯科休日当番医院
当 番 日 医療機関 電話番号

２月１日㈰ ふじさわ歯科医院（竹田） 64-1118
２月８日㈰ 長湯ごとう歯科（直入） 75-3001

２月11日（水・祝）まつもと歯科クリニック（竹田） 62-2400
２月15日㈰ 竹田市荻歯科診療所（荻町） 68-3263
２月22日㈰ 久住加藤医院　歯科診療部（久住） 76-0008

※診療時間 9：00～12：00（受付11：30まで）
※診療時間を確認のうえ、受診してください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151
　http：www.oita-dental-a.or.jp/

求　人 ハローワーク豊後大野竹田市ふるさとハローワーク ☎63-1101

①フロント業務1人13.4万円　②販売・配達2人15～18
万円  ③一般事務員1人14～18万円　④販売員2人13～
20万円　⑤清掃員2人12.5～20万円　⑥営業員2人18～
25万円　⑦配達及び販売員1人12.6万円　⑧ホームヘル
パ ー1人14～21.4万円　⑨ 養 鶏 作 業 員1人15～25万円
　⑩ショップ店員1人13～18万円　⑪運転手1人13.5～
26.7万円　⑫医薬品の営業3人19～25万円

〔パート求人（時給）〕
⑬品出し業務1人750円　⑭接客係2人750～850円　⑮
送迎運転手1人1000円　⑯事務・販売員1人700円　⑰
清掃係1人700円　⑱看護補助1人677～750円　⑲洗い
場係1人850～938円　⑳配送員1人700円　㉑窓口業務
1人690円　㉒新聞配達員1人1100円　㉓レジ担当2人
680円　㉔調理スタッフ1人700円

最低賃金
１時間 677円

（効力発生日　平成26年10月４日）
★大分県特定（産業別）最低賃金が平成26年12月25日

から改正されました。
　　「鉄鋼業」817円、「非鉄金属製造業」807円、「電子

部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報
通信機械器具製造業」735円、「自動車・同附属品製
造業、船舶製造・修理業、船舶機関製造業」785
円、「各種商品小売業」704円、「自動車（新車）小売業」
747円　※１時間

●お問い合せ
　大分労働局労働基準部賃金室　☎097-536-3215
　豊 後 大 野 労 働 基 準 監 督 署　☎0974-22-0153

必ずチェック！


